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平成29年度潟環境研究所　研究体制

≪組織体制図≫

・大熊　　孝：新潟大学 名誉教授（河川工学）、ビュー福島潟 七代目名誉館長

所　　　長

・井上　信夫：生物多様性保全ネットワーク新潟（魚類）
・太田　和宏：赤塚中学校地域教育コーディネーター（歴史的調査・建物）
・高橋　郁丸：新潟県民俗学会理事（民俗学）

協力研究員

・澤口　晋一：新潟国際情報大学 国際学部 教授（地形学）
・吉川　夏樹：新潟大学 農学部 生産環境科学科 准教授（農業水利・農業土木）
・志賀　　隆：新潟大学 教育学部 自然情報講座 准教授（植物分類・保全生態）

客員研究員

・小泉　英康：潟環境研究所　事務局長
・吉川　巨人：潟環境研究所　主査（係長相当） 
・隅　　杏奈：潟環境研究所　主事（学芸員・民俗）

事務局・研究員

・中島　正裕：文化創造推進課 主幹
・工藤　勇一：環境政策課 係長（主幹）　
・小林　博隆：環境政策課 主査　
・阿部　秀人：環境政策課 主査
・野沢　博志：まちづくり推進課 主幹
・鈴木　真希：まちづくり推進課 主事
・長谷部　原：公園水辺課 係長（主幹）
・西脇　　哲：北区地域課 係長

・長井　直木：東区建設課 係長（主幹）
・伊藤徹太郎：中央区地域課 係長（主幹）
・佐藤　瑛子：江南区地域課 主事
・大野　雅道：秋葉区 地域課 係長
・新井田　智：南区地域課 主査（係長相当）
・杉山　成幸：西区地域課 係長
・豊島　徳敏：西蒲区地域課 係長（主幹）

庁内研究員（併任）

・阿部　由幸：新潟市土地基盤整備推進協議会　企画部会長
・五十嵐初司：じゅんさい池公園を守る会 事務局長
・大谷　一男：黒埼南ふれあい協議会 会長
・加藤　　功：新潟映像制作ボランティア 副代表
・齋藤　一雄：上堰潟公園を育てる会 代表
・佐藤　　譲：六郷池組合 代表
・佐藤　安男：水の駅「ビュー福島潟」館長
・髙橋　　剛：内沼自治会 会長
・中島　榮一：潟東樋口記念美術館・潟東歴史民俗資料館 館長
・中村　忠士：じゅんさい池を守る会

・松浦　和美：新潟市南商工振興会　理事
・丸山　紗知：新潟県立自然科学館　学芸員
・宮尾　浩史：宮尾農園 代表
・村山　和夫：松浜コミュニティ協議会 地元学部会 部会長
・森　　行人：新潟市歴史博物館（みなとぴあ）学芸員
・山口　浩二：新潟市南商工振興会 副会長　
・山崎　敬雄：特定非営利法人 いいろこ十二潟を守る会 会長
・涌井　晴之：佐潟と歩む赤塚の会 代表
・渡辺　重雄：北山池公園の自然を愛する会　

外部相談員

所　長

客員研究員
（学識経験者）

協力研究員

事務局研究員

庁内研究員

事務局員

事務局長

事務局員及び
　庁内関係課職員が兼ねる

助
言
・
調
査
協
力
等

外部相談員
（潟で活動する団体や有識者）

（地域の専門家）

※上記で掲載している肩書き・役職等は平成29年度中のものです。
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新潟市潟環境研究所 平29年度 第１回定例会議（概要）

日時：平成29年６月５日（月）午後２時～午後５時15分
場所：新潟市役所執行部控室

■会議概要

１　「潟環境研究所活動報告書 ―潟と人との未来へのメッセージ―」完成について（潟環境研究所事務局）

２　報告及び情報提供
・平成29年度潟環境研究所体制について（潟環境研究所事務局）
・平成29年度潟環境研究所の活動について（潟環境研究所事務局）
・ 「近代文明の矛盾・水俣病を映画『阿賀に生きる』を鑑賞しながら考える」（平成29年度にいがた市民大学公開講座）
について（潟環境研究所事務局）

・「いいろこ十二潟を守る会」立ち上げと用地購入のための寄付金募集について（山崎敬雄相談員）

３　講義「新潟砂丘南西端地域の地形」（澤口　晋一客員研究員）

　平成29年度から潟環境研究所の客員研究員となる新潟国際情報大学の澤口晋一氏（地形学）による、これまでの研
究と当研究所での研究の展望についての講義。

　過去２年の「新潟砂丘南西端地域の地形に関する研究」で得られた新たな知見としては、以下の３点である。
　・新砂丘Ⅰ、Ⅱは砂丘ではなくバリアー上に形成された「浜堤列」である
　・新砂丘Ⅲにおけるパラボリック砂丘、バルハン砂丘の存在を確認
　・佐潟北岸の大規模地すべりの発見
　今後、佐潟以外の湖沼付近の地形についても、米軍撮影の空中写真や現地調査を基に、３Ｄ画像の作成や地形学図の
作成を進めていきたい。

新潟市潟環境研究所 平成29年度 第２回定例会議（概要）

日時：平成29年７月27日（木）午後２時30分～午後５時
場所：新潟市役所対策室１

■会議概要

１　報告及び情報提供
・潟めぐりスタンプラリーの実施について（文化創造推進課）
・十二潟に関する活動について（山崎敬雄相談員）

２　講義
「新川開削と慶応の底樋探査」（加藤功相談員）
　新潟市西区槙尾で江戸時代から大正時代に西川と新川を立体交差するために使われていた水路「底樋」の一部が約
100年ぶりに出土（７月22日）。新川開削の歴史と底樋の掘削作業についての報告。
「アカミミガメ対策について」（井上信夫協力研究員）
　新潟県内で確認された淡水カメ類の概要とミシシッピアカミミガメ対策の事例報告。

３　潟の魅力発信強化についての意見交換
「新潟市広報戦略 ～もっと！伝わる・目立つ・拡がる広報へ～」（広報戦略課）
　「伝わる広報とは何か」の視点から新潟市の戦略的広報の基本的な考え方について講義。戦略（広報の目的の設定）
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と戦術（具体的手段の検討・実施）を区別して考えることが重要である。
意見交換
・刷り物を配布するだけで満足するのではなく、相手から反応を受けることが大事
・地域の魅力を伝えるには、まず地域の人が地域の魅力を知る
・市のホームページでは情報がなかなか更新されないので改善するべき

   

新潟市潟環境研究所 平成29年度 第３回定例会議（概要）
　

日時：平成29年９月28日（木）午後２時30分～午後５時
場所：新潟市役所対策室１

■会議概要

１　報告及び情報提供
・「砂丘ウォーキング講座」開催について（太田和宏協力研究員）
２　講義
「３年間の調査・研究活動の総括」（吉川夏樹客員研究員）
　「鳥屋野潟の水と機能を守る―田んぼダムによる土砂流出抑制―」、「浅水域における魚類資源量調査装置の開発」に
ついての報告。

「アカミミガメ及び錦鯉に関すること」（井上信夫協力研究員）
　第２回会議からの引き続き、新潟県内で確認された淡水カメ類の概要とミシシッピアカミミガメ対策の事例報告。錦
鯉をはじめ、飼育品種を野生に放流することについて。

新潟市潟環境研究所 平成29年度 第４回定例会議（概要）
　

日時：平成29年11月30日（木）午後12時40分～午後６時
場所：新井郷川排水機場、福島潟放水路管理所、北区文化会館ほか

■会議概要

１　新井郷川排水機場や福島潟放水路など福島潟の排水系統に関する現地見学
主な見学場所
・胡桃山排水機場（阿賀野川河川事務所胡桃山出張所）
・新井郷川排水機場（施設見学）

吉川客員研究員の研究成果報告の様子 井上協力研究員の事例報告の様子
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・福島潟放水路管理所（施設見学）
・椋堰

２　北区文化会館で大熊所長による講演を聴講

 新潟市潟環境研究所 平成29年度 第５回定例会議（概要）

日時：平成30年１月25日（木）午後２時30分～午後４時30分
場所：新潟市役所対策室１

■会議概要

１　報告及び情報提供
・２月18日の♪鳥くん野鳥観察会（環境政策課）
・新潟市の鳥「ハクチョウ」に関する取組み紹介（環境政策課）
・「とやの潟ウィンターキッチン2018」について（事務局）
・シンポジウム「湿地と共生する都市の未来」（３/14）について（事務局）
・「世界湿地の日記念シンポジウム」（２/２）への参加について（事務局）
・平成30年度事業概要について（事務局）

２　講義
　「瓢湖と白鳥保護の歴史」佐藤　巌氏（瓢湖の白鳥を守る会 事務局長）
　1950年に白鳥が瓢湖に飛来してからの保護活動の歴史と、ラムサール条約に登録されるまでの歴史を紹介。ヘドロ
の堆積が進み、水深が浅くなっていることなど、現在の課題が報告された。

新井郷川排水機場で説明を受ける 新井郷川排水機場の除塵機を見学

福島潟放水路の豊栄潮止堰 北区文化会館での講演の様子
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潟
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研
究
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ュ
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ス
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ー

潟
と
人
と
の
よ
り
良
い
関
係
を
探
求
し
、

潟
の
魅
力
と
価
値
を
再
発
見
・
再
構
築
。
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26
）年
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20
16（
平
成
28
）年
度

　
 「
新
潟
市
潟
環
境
研
究
所
活
動
報
告
書
－
潟
と
人
と
の

　
未
来
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
－
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完
成
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し
た
！
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・
潟
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セ
イ
…
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P
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新
 潟
 市

20
17
年
９
月

　
十
二
潟
は
阿
賀
野
川
の
乱
流
蛇
行
時
の
面
影
を
今
に
残
す
三
日
月
湖
で
す
。
か
つ
て
は
阿
賀
野
川
の
本
流
で
、
地
元
で

は
「
古
阿
賀
（
ふ
る
あ
が
）
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
19
17
（
大
正
６
）
年
、
当
時
の
内
務
省
に
よ
り
阿
賀
野
川
の
大
改

修
工
事
が
始
ま
り
、
蛇
行
部
分
が
堤
防
に
よ
っ
て
切
り
離
さ
れ
、
十
二
潟
の
原
型
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
蛇
行
部
分

が
廃
川
と
な
り
、
民
間
へ
の
払
い
下
げ
で
個
人
所
有
地
と
な
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
　

　
か
つ
て
は
川
幅
が
48
間
（
約
87
メ
ー
ト
ル
）
も
あ
り
、
対
岸
の
耕
作
地
へ
の
往
来
に
は
「
た
ぐ
り
舟
」
を
使
っ
て
い

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
面
積
は
約
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
ほ
ど
に
減
り
、
土
地
改
良
区
の
水
路
部
分
以
外
は
個
人
所
有
地
の
た

め
、
埋
立
て
や
不
法
投
棄
な
ど
に
よ
り
、
約
1.
6ヘ
ク
タ
ー
ル
ほ
ど
の
水
面
が
残
る
の
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
20
01
（
平
成
13
）
年
に
、
旧
豊
栄
市
で
住
民
自
治
の
組
織
と
し
て
岡
方

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、
こ
こ
で
、
地
域
の
共
通
資
源
で
あ
り
、
課
題
で
も
あ
っ

た
十
二
潟
の
環
境
保
全
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
ま
し
た
。
不
法
投
棄
対
策
と
し
て
、
毎
年
50
～
60
人
に
よ
る

一
斉
清
掃
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
と
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、
ゴ
ミ
の
量
は
年
々
減
少
し
て
き
て
い
ま
す
。

20
07
（
平
成
19
）
年
、
20
08
（
平
成
20
）
年
に
は
、
新
潟
市
が
十
二
潟
の
植
生
・
生
物
調
査
を
実
施
し

た
結
果
、
ア
サ
ザ
、
ガ
ガ
ブ
タ
の
群
生
を
は
じ
め
、
動
植
物
16
1種
類
が
確
認
さ
れ
、
十
二
潟
固
有
の
生

態
が
残
っ
て
い
る
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。
特
に
ア
サ
ザ
は
「
長
花
柱
花
」
と
「
短
花
柱
花
」
と
い
う
異

な
る
タ
イ
プ
の
花
粉
を
や
り
と
り
す
る
こ
と
で
種
子
が
生
産
さ
れ
ま
す
が
、
十
二
潟
の
ア
サ
ザ
は
自
家
和

合
生
が
高
く
「
等
花
柱
花
」
と
い
う
非
常
に
珍
し
い
タ
イ
プ
の
花
型
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
20
12
（
平
成
24
）
年
か
ら
は
、
岡
方
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会
と
地
元
の
岡
方
第
一
小
学
校
の
総
合
学
習
の
時
間
を
利
用
し
、
潟
の
歴
史
や

水
質
調
査
、
生
態
調
査
、
外
来
種
（
チ
ク
ゴ
ス
ズ
メ
ノ
ヒ
エ
）
の
駆
除
な
ど
を
行
い
、
潟
の
環
境
保
全
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
課
題
は
、
地
域
の
宝
で
あ
る
十
二
潟
を
い
か
に
次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
岡
方
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会
で

検
討
し
た
結
果
、
N
P
O
法
人
「
い
い
ろ
こ
十
二
潟
を
守
る
会
」
を
立
ち
上
げ
、
残
さ
れ
た
約
1.
6ヘ
ク
タ
ー
ル
の
水
面
の
買
い
取
り
を
目
指
す
こ
と

に
し
ま
し
た
。
ち
な
み
に
“
い
い
ろ
こ
”
は
“
良
い
所
”
と
い
う
意
味
の
方
言
で
す
。
今
後
も
、
貴
重
な
自
然
が
残
る
地
域
の
宝
を
守
る
た
め
に
、

保
全
活
動
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
 N
P
O
法
人
い
い
ろ
こ
十
二
潟
を
守
る
会
で
は
、
潟
の
民
有
地
部

分
購
入
と
保
全
活
動
の
た
め
に
、
1口
3,
00
0円
の
寄
付
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。
寄
付
の
申
し
出
に
つ
い
て
は
、
右
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
持
参
の
ほ
か
銀
行
振
込
に
よ
る
寄
付

も
受
け
付
け
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

“
い
い
ろ
こ
”十
二
潟
を
守
る
た
め
に
 
山
崎
　
敬
雄
　
潟
環
境
研
究
所
外
部
相
談
員
／
N
P
O
い
い
ろ
こ
十
二
潟
を
守
る
会
 理
事
長

十
二
潟
で
生
育
す
る
ア
サ
ザ

問
い
合
わ
せ
先

N
P
O
法
人
　
い
い
ろ
こ
十
二
潟
を
守
る
会

〒
95
0－
33
53
　
新
潟
市
北
区
長
戸
呂
46
01
番
地
（
岡
方
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
）

TE
L　
02
5（
38
7）
33
31
　
FA
X
　
02
5（
38
6）
74
96

2

新
川
の
お
宝
発
掘
調
査
 

加
藤
　
功
　
潟
環
境
研
究
所
外
部
相
談
員
／
越
後
新
川
ま
ち
お
こ
し
の
会
世
話
人

　
全
国
有
数
の
米
生
産
高
を
誇
る
西
蒲
原
郡
の
美
田
が
現
在
の
姿
に
な
っ
た
の
は
、

古
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
西
蒲
原
の
ほ
と
ん
ど
は
低
湿
地
帯
で
し
た
。
こ
の
低

湿
地
帯
の
排
水
を
良
く
す
る
た
め
、
中
野
小
屋
村
の
庄
屋
・
伊
藤
五
郎
左
衛
門
を
始

め
17
名
が
願
人
と
な
り
、
天
井
川
の
西
川
の
下
に
水
路
ト
ン
ネ
ル
を
埋
め
込
み
、

そ
の
水
を
日
本
海
ま
で
流
す
放
水
路
工
事
を
自
普
請
で
行
い
ま
し
た
。
２
年
の
歳
月

と
２
万
６
千
両
、
16
0万
人
の
労
力
に
よ
り
18
20
（
文
政
３
）
年
１
月
、“
底
樋
”

と
呼
ば
れ
る
２
門
の
木
製
樋
管
が
完
成
し
、
鎧
潟
・
田
潟
・
大
潟
な
ど
の
周
辺
の
排

水
が
徐
々
に
進
み
、
こ
の
放
水
路
は
新
川
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

底
樋
工
事
は
、
江
戸
時
代
、
全
国
で
も
最
大
級
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
底
樋
は
２
門
か
ら
３
門
に
増
設
さ
れ
、
ま
だ
排
水
能
力
が
不
十
分
で
上

流
の
水
が
吐
け
な
い
た
め
、
５
門
ま
で
増
や
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
の
洪
水
で
破
損

し
た
底
樋
は
18
67
（
慶
応
３
）
年
に
大
改
修
さ
れ
、
そ
れ
か
ら
今
年
で
ち
ょ
う
ど

15
0年
の
節
目
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
木
製
底
樋
よ
り
煉
瓦
と
花
崗
岩
九
門
の
新
川
暗
閘
と
な
り
、
更
に
現
在
の
鉄
製
ト
ラ
ス
の
西
川
水
路
橋
（
昭
和

29
年
完
成
）
に
至
っ
て
い
ま
す
。
西
川
水
路
橋
の
傍
に
専
門
学
校
が
あ
り
、
３
月
末
で
移
転
し
ま
し
た
が
、
こ
こ
は
か
つ
て
新
川
が
流
れ
、
慶
応
の
三
潟

樋
２
門
が
あ
っ
た
場
所
で
し
た
。
明
治
末
の
新
川
暗
閘
工
事
の
際
不
要
と
な
っ
た
２
門
の
底
樋
は
、
上
部
の
板
を
外
し
敷
地
内
に
埋
設
さ
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
私
た
ち
は
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
校
舎
撤
去
工
事
が
４
月
よ
り
始
ま
っ
た
の

を
機
会
に
、
専
門
学
校
と
新
潟
市
に
発
掘
の
協
力
を
依
頼
す
る
な
ど
、
多
く
の
皆
さ
ま
の

協
力
を
得
て
、
大
正
時
代
に
作
ら
れ
た
図
面
を
基
に
、
現
地
測
量
と
地
下
の
ボ
ー
リ
ン
グ

調
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
地
下
4.
2メ
ー
ト
ル
に
、
水
平
に
木
製
の
埋
蔵
物
が
あ

る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
こ
の
慶
応
の
底
樋
は
、
逆
流
防
止
扉
が
付
い
た
も
の
と
い
わ

れ
、
当
時
の
技
術
水
準
を
推
測
す
る
上
で
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、
貴
重
な
越
後
の
土

木
遺
産
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
の
絵
図
を
見
る
と
、
田
ん
ぼ
に
水
を
揚
げ

る
「
踏
み
車
」
を
一
列
５
台
配
置
し
、
そ
れ
を
10
段
に
し
て
落
差
３
メ
ー
ト
ル
の
地
下
に

湧
く
水
を
排
水
し
て
い
ま
す
が
、
当
時
の
苦
労
の
一
端
を
見
る
思
い
で
す
。

底
樋
工
事
を
行
っ
た
当
時
の
西
蒲
原
と
新
川

踏
み
車
53
台
を
使
っ
て
排
水
し
な
が
ら
の
底
樋
工
事（
出
典：
新
潟
市
史
資
料
編
４
近
世
Ⅲ
）

　
当
研
究
所
で
は
、
平
成
26
年
度
の
設
立
か
ら
平
成
28
年
度
ま
で
の
３
年
間
の
活
動
を
、
報

告
書
と
し
て
ま
と
め
公
表
し
ま
し
た
。
報
告
書
は
３
部
構
成
で
、
活
動
・
調
査
の
報
告
の
ほ

か
、
潟
の
歴
史
や
現
状
を
ふ
ま
え
た
提
言
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　“
潟
と
人
と
の
未
来
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
”
と
題
し
た
提
言
は
「
守
る
」「
継
ぐ
」「
生
み
出

す
」「
伝
え
る
」「
高
め
る
」
の
５
つ
の
視
点
か
ら
取
り
ま
と
め
て
い
ま
す
。
豊
か
な
自
然
環

境
の
維
持
や
交
流
人
口
の
拡
大
な
ど
の
効
果
を
期
待
し
て
、
潟
の
生
物
多
様
性
の
保
全
や
里

潟
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
、
潟
文
化
の
魅
力
発
信
な
ど
を
含
む
10
項
目
の
取
り
組
み
を
提
言
し
て

い
ま
す
。

　
活
動
・
調
査
報
告
で
は
、
調
査
・
研
究
の
成
果
や
、
開
催
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
概
要
な

ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
調
査
対
象
と
し
た
16
カ
所
の
潟
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
や
歴

史
、
周
辺
の
暮
ら
し
な
ど
を
解
説
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
潟
に
関
わ
る
地
域
住
民
な
ど
の
寄
稿
文

も
あ
わ
せ
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
報
告
書
は
市
立
図
書
館
で
貸
し
出
し
て
い
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
公

式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
潟
の
デ
ジ
タ
ル
博
物
館
」
か
ら
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

20
14
（
平
成
26
）
年
度
～
20
16
（
平
成
28
）
年
度
　

「
新
潟
市
潟
環
境
研
究
所
活
動
報
告
書
－
潟
と
人
と
の
未
来
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
－
」
が
完
成

潟
研

と
ぴ
っ
く
す

新
川
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こ
の
跡
地
に
は
量
販
店
が
建
設
さ
れ
る
た
め
、
大
型
重
機
に
よ
り

発
掘
作
業
が
で
き
る
日
数
は
２
日
間
で
し
た
。
新
潟
市
と
協
議
を
重

ね
、
今
回
は
発
掘
調
査
で
あ
り
、
遺
構
が
出
て
も
取
り
出
さ
な
い
こ

と
を
確
認
し
、
６
月
21
日
よ
り
試
掘
を
行
い
ま
し
た
。

　
覚
悟
し
て
い
ま
し
た
が
、
70
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
掘
る
と
水
が
浸
み

出
て
き
た
の
で
、
強
制
的
に
水
を
吸
い
上
げ
る
ウ
エ
ル
ポ
イ
ン
ト
と

い
う
パ
イ
プ
を
約
20
数
カ
所
に
設
置
し
、
排
水
し
な
が
ら
作
業
し
ま

し
た
。
ま
た
、
地
下
３
メ
ー
ト
ル
以
上
掘
る
た
め
、
４
段
に
分
け
て

掘
り
進
め
ま
し
た
。
重
機
は
ア
ー
ム
が
二
段
に
伸
び
、
10
メ
ー
ト
ル

先
の
場
所
を
掘
り
返
せ
る
特
殊
な
も
の
で
し
た
。

　
６
月
22
日
、
地
下
４
メ
ー
ト
ル
付
近
に
６
寸
（
約
18
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
）
角
の
柱
の
よ
う
な
物
が
出
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
も
う
１

本
の
柱
も
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
柱
の
下
の
地
下
付
近
に
は
ぐ
り
石
と
思
わ
れ
る
土
木
工
事
を
行
っ
た
形
跡
も
あ
り
ま
し
た
。
で
す
が
、
地
下
水
が

湧
き
出
て
く
る
こ
と
や
、
重
機
の
下
の
地
盤
に
亀
裂
が
生
じ
始
め
る
な
ど
、
こ
れ
以
上
の
掘
削
が
困
難
と
な
り
、
作
業
は
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
掘
削
調
査
で
木
製
底
樋
の
本
体
を
見
つ
け
る
こ
と
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
あ
の
跡
地
に
２
門
の
木
製
底
樋
が
ま
だ
残
さ
れ
て
い
る
可
能

性
が
高
い
こ
と
も
証
明
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
発
見
さ
れ
た
柱
は
、
底
樋
の
外
枠
の
柱
の
一
部
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
今
回
は
試
掘
で

あ
っ
た
た
め
埋
め
戻
し
ま
し
た
が
、
後
世
の
人
が
掘
り
返
す
ま
で
、
再
び
眠
り
に
つ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 多
く
の
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
大
変
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。

地
下
４
メ
ー
ト
ル
ま
で
掘
り
下
げ
た
新
川
沿
い
の
掘
削
現
場

大
正
２
年
新
川
暗
閘
工
事
の
際
の
川
幅
を
狭
め
た
た
め
両
側
に
残
っ
た
底
樋
部
分

（
出
典
：
大
正
２
年
新
潟
県
発
行
「
西
川
改
良
新
川
底
樋
改
造
工
事
報
文
」）

◎
活
動
報
告
書
の
主
な
内
容

　
第
１
部
 活
動
報
告
：
３
年
間
の
あ
ゆ
み

　
　
 研
究
所
の
概
要
、
活
動
紹
介
（
調
査
・
研
究
活
動
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構

築
及
び
連
携
強
化
、
調
査
・
研
究
成
果
な
ど
の
情
報
発
信
、
総
合
窓
口

と
し
て
の
支
援
・
協
力
）
な
ど

　
第
２
部
 調
査
報
告
：
新
潟
市
の
「
潟
」

　
　
潟
の
生
態
、生
物
、潟
の
変
遷
・
歴
史
・
暮
ら
し
文
化
、1
6の
潟
の
特
性
な
ど

　
第
３
部
 提
言
：
潟
と
人
と
の
未
来
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
　
自
然
と
共
生
す
る
大
都
市「
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
都
市・
新
潟
」と
し
て
の
提
言

【
提
言
１
】
里
潟
と
し
て
潟
の
生
物
多
様
性
を
保
全
す
る

【
提
言
２
】
現
存
す
る
潟
の
水
面
・
景
観
を
保
全
す
る

【
提
言
３
】
潟
の
役
割
を
見
直
す

【
提
言
４
】
越
後
平
野
の
成
り
立
ち
を
伝
え
る「
小
さ
な
潟
」に
光
を
あ
て
る

【
提
言
５
】
潟
と
共
生
し
た
地
域
社
会
を
実
感
で
き
る
学
び
の
充
実
を
図
る

【
提
言
６
】
潟
へ
の
親
し
み
を
深
め
る
空
間
づ
く
り
を
す
る

【
提
言
７
】
地
域
を
活
性
化
す
る
た
め
の
里
潟
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
す
る

【
提
言
８
】
新
潟
ら
し
い
潟
文
化
や
潟
の
魅
力
の
発
信
力
を
強
化
す
る

【
提
言
９
】
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地「
佐
潟
」の
存
在
価
値
を
さ
ら
に
高
め
る

【
提
言
10
】
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
へ
の
登
録
に
よ
り
 

 
越
後
平
野
ラ
ム
サ
ー
ル
カ
ル
テ
ッ
ト
を
形
成
す
る

成
し
ま
し
た
！

提
言
は
、
学
識
経
験
者
・
地
域
の
専
門
家
・
潟
周
辺
地
域
関
係
者
や
潟
に
関
す
る

有
識
者
と
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や
潟
の
現
状
な
ど
を
踏
ま
え
て
検
討
。

提
言
ペ
ー
ジ
で
は
、

提
言
の
背
景
と
な
る

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
分
析
や

各
種
デ
ー
タ
な
ど
を
掲
載
。

地
下
４
メ
ー
ト
ル
近
く
で
見
つ
か
っ
た
２
本
の
６
寸
柱

当
時
の
底
樋
の
大
き
さ
と
発
見
さ
れ
た
柱
の
位
置

三
潟
樋
：
高
さ
１
間
×
幅
３
間
×
長
さ
4
6
間

4

　
新
潟
市
の
潟
の
中
で
も
一
番
面
積
の
広
い
福
島
潟
。
野
鳥
な
ど
の
生
き
も
の
が
多
く
集
ま
る
こ
の
場
所
で
、
私
は
水
の
駅
「
ビ
ュ
ー
福

島
潟
」
の
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。
福
島
潟
は
五
頭
山
系
の
山
々
と
川
で
つ
な
が
っ
て
お
り
、
最
終
的
に
水
は
日
本
海
に
行

き
着
き
ま
す
。
し
か
し
福
島
潟
は
日
本
海
よ
り
も
水
面
が
低
い
た
め
、
自
然
に
海
へ
は
流
れ
て
い
き
ま
せ
ん
。
新
井
郷
川
排
水
機
場
と
い

う
場
所
で
、
ポ
ン
プ
の
力
に
よ
っ
て
水
を
海
へ
と
汲
み
だ
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
、
大
雨
の
降
っ
た
7月
3日
に
、
ビ
ュ
ー
福
島
潟
の
職
員
研
修
で
こ
の
排
水
機
場
を
実
際
に
見
学
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
一
日

で
大
量
の
水
を
汲
み
だ
す
排
水
能
力
や
、
流
れ
着
い
た
ゴ
ミ
な
ど
も
し
っ
か
り
分
別
処
理
を
す
る
仕
組
み
に
と
て
も
感
心
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
も
う
一
つ
、
排
水
機
場
に
来
て
驚
い
た
事
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
排
水

機
場
の
周
り
に
数
え
き
れ
な
い
程
の
小
さ
な
カ
ニ
の
大
群
が
、
敷
地
を
這
っ
て
い
る

の
が
見
ら
れ
た
こ
と
で
す
。
中
に
は
施
設
の
屋
内
に
ま
で
入
り
込
ん
で
、
足
元
を
ウ
ロ

チ
ョ
ロ
し
て
い
る
も
の
も
い
ま
し
た
。
こ
の
カ
ニ
は
「
モ
ク
ズ
ガ
ニ
」
と
い
う
種
類
の

カ
ニ
で
、
中
国
の
シ
ャ
ン
ハ
イ
ガ
ニ
と
呼
ば
れ
る
も
の
に
近
い
仲
間
で
す
。
後
日
、
福

島
潟
の
漁
師
さ
ん
に
話
を
聞
く
と
、
地
元
で
は
「
川
ガ
ニ
」
と
呼
ば
れ
、
9～
10
月
く

ら
い
に
網
を
仕
掛
け
て
漁
を
す
る
そ
う
で
、「
秋
の
川
ガ
ニ
は
雄
が
美
味
い
、
潟
の
貴

重
な
宝
物
だ
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
オ
ス
の
ハ
サ
ミ
に
は
、フ
サ
フ
サ
の
毛
が
つ
い
て
い
て
、ま
る
で
手
袋
を
し
て
い
る
よ
う

な
風
貌
が
特
徴
で
す
。
モ
ク
ズ
ガ
ニ
は
海
で
生
ま
れ
、成
長
し
な
が
ら
上
流
へ
向
け
て
川
を

上
っ
て
ゆ
き
、成
熟
す
る
と
ま
た
川
を
下
っ
て
海
で
産
卵
を
し
ま
す
。そ
ん
な
習
性
が
あ
る

と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
は
い
た
も
の
の
、本
当
に
福
島
潟
と
海
を
行
き
来
し
て
い
る
の
か
疑

問
に
思
っ
て
い
ま
し
た
。な
ぜ
な
ら
、福
島
潟
と
海
の
間
に
は
排
水
機
場
が
あ
り
、水
の
流
れ

が
分
断
さ
れ
て
い
る
の
で
、川
か
ら
海
に
行
く
こ
と
も
、海
か
ら
川
に
上
る
こ
と
も
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。ひ
ょ
っ
と
し

て
、わ
ざ
わ
ざ
海
ま
で
行
か
ず
に
、潟
の
中
だ
け
で
繁
殖
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？
そ
ん
な
こ
と
ま
で
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
実
際
に
は
、
モ
ク
ズ
ガ
ニ
は
そ
の
足
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
壁
を
登
り
、
排
水
機
場
を
越

え
て
し
っ
か
り
と
上
流
へ
と
向
か
っ
て
進
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
私
は
モ
ク

ズ
ガ
ニ
た
ち
の
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
、
生
き
も
の
の
力
強
さ
や
た
く
ま
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
モ
ク
ズ
ガ
ニ
は
潟
と
海
が
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
、
私
た
ち
に
証
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。
地

元
の
人
た
ち
に
と
っ
て
は
貴
重
な
潟
の
恵
み
で
も
あ
る
モ
ク
ズ
ガ
ニ
が
、
い
つ
ま
で
も
見
ら
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

発
　
行

20
17
（
平
成
29
）
年
９
月

新
潟
市
地
域
・
魅
力
創
造
部
 潟
環
境
研
究
所
事
務
局
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本
市
に
は
、
地
域
の
暮
ら
し
に
根
差
し
た
「
里
潟
（
さ
と
か
た
）」
と
も

い
う
べ
き
個
性
豊
か
な
潟
が
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。
当
研
究
所
は
、
こ
れ

ら
の
潟
と
人
と
の
よ
り
良
い
関
係
を
探
求
し
、
潟
の
魅
力
や
価
値
を
再
発

見
・
再
構
築
す
る
た
め
、
平
成
26
年
４
月
に
発
足
し
ま
し
た
。

　
潟
に
関
わ
る
多
く
の
皆
さ
ま
と
連
携
し
な
が
ら
、
自
然
環
境
や
歴
史
、

暮
ら
し
文
化
な
ど
に
つ
い
て
、
調
査
・
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

Fa
ce
bo
ok

ペ
ー
ジ

川
島
　
由
裕
／
水
の
駅
「
ビ
ュ
ー
福
島
潟
」
レ
ン
ジ
ャ
ー

モ
ク
ズ
ガ
ニ
と
福
島
潟

７潟
の
エ
ッ
セ
イ

新
潟
市
潟
環
境
研
究
所
に
つ
い
て

場
内
で
ビ
ッ
ク
リ
！
敷
地
に
小
さ
な
カ
ニ
が
た
く
さ
ん

新
潟
市
内
に
点
在
す
る
湖
沼「
潟
」に
関
わ
る
資
料
や
情
報
を
ま
と
め
た
デ
ジ
タ
ル
博
物
館
で
す
。
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新
井
郷
川
排
水
機
場
を
越
え
る

モ
ク
ズ
ガ
ニ
の
幼
体

ゆ
で
あ
げ
ら
れ
た
福
島
潟
の
モ
ク
ズ
ガ
ニ
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20
18
年
３
月

　
青
森
県
弘
前
市
育
ち
、「
そ
れ
な
り
に
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
何
不
自
由
な
く
暮
ら
し
て
き
た
私
が
、
縁
も
ゆ
か
り
も
な

い
新
潟
に
来
て
、
潟
の
魅
力
に
ど
っ
ぷ
り
つ
か
り
ま
し
た
。
そ
の
き
っ
か
け
は
、
ず
ば
り
E
ホ
ー
ム
で
佐
潟
の
楽
し
さ

を
知
っ
た
か
ら
で
す
。

　
新
潟
大
学
に
は
、
地
域
貢
献
を
目
的
と
し
た
ダ
ブ
ル
ホ
ー
ム
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。
学
部
・
学
科
の
垣
根
を

超
え
、
学
生
と
教
職
員
が
地
域
と
連
携
し
て
県
内
外
の
各
地
で
地
域
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
E
ホ
ー
ム
（
ア
ー

ス
・
ア
ー
ス
）
は
、
そ
の
な
か
で
も
新
潟
市
西
区
赤
塚
の
佐
潟
で
活
動
す
る
市
民
団
体
の
「
佐
潟
と
歩
む
赤
塚
の
会
」

（
以
下
、
歩
む
会
）
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
私
が
歩
む
会
の
み
な
さ
ん
と
佐
潟
で
経
験
し
た
「
は

じ
め
て
」
は
、
数
え
切
れ
ま
せ
ん
。
サ
ギ
と
い
う
鳥
に
ダ
イ
サ
ギ
、
チ
ュ
ウ
サ

ギ
、
コ
サ
ギ
な
ど
と
い
う
種
類
が
あ
る
と
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
し
、
潟
舟
を
漕

ぐ
難
し
さ
、
蓮
の
実
の
塩
ゆ
で
の
味
、
佐
潟
や
そ
の
周
辺
の
地
形
の
面
白
さ
、

虫
の
ち
ょ
っ
と
し
た
声
の
違
い
も
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
歩
む
会
の
忘

年
会
に
E
ホ
ー
ム
の
学
生
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
き
、「
こ
れ
が
う
ま
い

ん
だ
」
と
柚
子
の
皮
を
剥
き
、
鯉
汁
に
加
え
る
食
べ
方
を
は
じ
め
て
教
わ
り
ま

し
た
。
赤
塚
の
一
部
の
地
域
で
は
柚
子
の
皮
を
ま
る
で
野
菜
の
よ
う
に
食
す
文

化
が
あ
る
そ
う
で
、
佐
潟
で
育
っ
た
鯉
の
脂
が
た
っ
ぷ
り
浮
き
出
た
鯉
汁
が
、

柚
子
の
風
味
で
ま
た
違
っ
た
味
わ
い
に
な
っ
た
あ
の
味
が
今
で
も
懐
か
し
い
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
潟
は
「
は

じ
め
て
」
を
五
感
で
体
験
で
き
る
、
ま
さ
に
自
然
の
知
的
ア
ジ
ト
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
私
の
よ
う
に
潟
の
魅
力
に
取
り
つ
か
れ
た
人
間
が
多
い
E
ホ
ー
ム
で
す
が
、
現
在
は
こ
ん
な
素
敵
な

佐
潟
を
ど
う
す
れ
ば
効
果
的
に
発
信
で
き
る
か
考
え
て
い
る
最
中
で
す
。
E
ホ
ー
ム
に
は
写
真
を
撮
る
の
が
上

手
い
人
間
や
食
べ
る
の
が
大
好
き
な
人
間
な
ど
個
性
あ
ふ
れ
る
メ
ン
バ
ー
が
揃
っ
て
い
ま
す
。
佐
潟
の
自
然
で

培
わ
れ
た
み
ず
み
ず
し
い
感
性
を
持
つ
そ
ん
な
メ
ン
バ
ー
と
力
を
合
わ
せ
て
、
も
っ
と
潟
の
楽
し
さ
を
広
め
て

い
き
た
い
で
す
。

「
は
じ
め
て
」
を
五
感
で
、
佐
潟
 

村
元
　
し
お
り
／
新
潟
大
学
人
文
学
部
３
年

Ｅ
ホ
ー
ム
８
代
目
の
代
表
を

務
め
た
村
元
さ
ん

潟
舟
に
乗
っ
て
佐
潟
ま
つ
り
の
準
備
の
合
間
に

新
大
祭
で
の
ハ
ス
フ
ラ
ワ
ー
作
り

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

Eホ
ー
ム
新
入
生
歓
迎
会
に
協
力
し
て
も
ら
っ
た
佐
潟
と
歩
む
赤
塚
の
会
メ
ン
バ
ー
と
の
記
念
撮
影

写
真
提
供
　
小
沢
　
由
高

2

鯰
絵
展
に
寄
せ
て
 

中
島
　
榮
一
　
潟
環
境
研
究
所
外
部
相
談
員
／
潟
東
歴
史
民
俗
資
料
館
 館
長

　
蒲
原
の
低
湿
地
を
象
徴
す
る
鎧
潟
。
そ
の
鎧
潟
及
び
そ
の
周
辺
の
小
河
川
に
は
鯰
（
な
ま
ず
）
が
生
息
し
て
い
ま
し

た
。
鯰
は
淡
白
な
味
が
好
ま
れ
る
食
材
で
し
た
。
ま
た
、
鯰
に
は
地
下
の
動
き
を
伝
え
る
力
が
あ
り
、
地
震
活
動
を
素
早

く
伝
え
る
と
信
じ
ら
れ
、
現
在
も
研
究
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
潟
東
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
20
17
（
平
成
29
）
年
10
月
31
日
か
ら
20
18
（
平
成
30
）
年
１
月
14
日
ま
で
「
鯰
絵

展
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
以
下
、
そ
の
概
略
で
す
。
鯰
絵
は
潟
東
・
五
之
上
の
笹
川
謙
六
氏
の
所
蔵
品
で
す
。
鯰
絵
は
幕

末
に
江
戸
で
流
行
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
越
後
で
所
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
興
味
深
い
こ
と
で
す
。

　
江
戸
時
代
後
半
、
社
会
不
安
が
増
大
し
ま
し
た
。
例
え
ば
天
保
の
改
革
の
失
敗
、
外
国
船
の
来
航
（
黒
船
）、
討
幕
運

動
、
自
然
災
害
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　
自
然
災
害
の
う
ち
、
地
震
で
は
越
後
地
震
（
三
条
地
震
）・
文
政
11
（
18
24
）、
善
光
寺
地
震
・

弘
化
４
（
18
47
）、
小
田
原
地
震
・
嘉
永
６
（
18
53
）、
伊
勢
・
東
海
・
南
海
地
震
・
安
政
１

（
18
54
）
と
連
続
し
て
大
地
震
が
発
生
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
に
安
政
２
年
（
18
55
）、
江
戸
の
市
街
地
を
中
心
に
大
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。
百
万
都

市
に
発
生
し
た
大
災
害
で
す
。
被
害
も
死
傷
者
１
万
人
弱
、
焼
失
・
倒
壊
家
屋
多
数
・
地
割
れ
な

ど
が
各
地
に
発
生
、
ま
れ
に
み
る
大
惨
事
と
な
り
ま
し
た
。

　
良
寛
は
、
三
条
地
震
を
は
じ
め
と
す
る
自
然
災
害
や
社
会
状
況
を
、
人
心
の
頽
廃
（
た
い
は

い
）
と
政
治
の
不
信
の
結
果
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
良
寛
は
自
然
を
身
近
に
感
じ
て
い
た

に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
明
治
以
降
、
科
学
技
術
の
進
展
革
新
に
伴
い
、
人
間
は
限
定
的
に
し
ろ
、

自
然
を
制
御
可
能
で
あ
る
と
の
考
え
が
強
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
鯰
絵
は
安
政
２
年
の
地
震
発
生
の
直
後
か
ら
発
行
さ
れ
た
浮
世
絵
版
画
（
錦
絵
）
で
す
。
瓦
版

と
し
て
も
配
布
さ
れ
て
い
る
の
で
、
現
在
の
新
聞
の
役
割
も
兼
ね
、
被
害
状
況
を
伝
え
て
い
ま

す
。
そ
れ
で
は
地
震
と
鯰
の
関
係
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
当
時
の
人
々
の
間
に
は
「
鯰
が
地
中
で
暴
れ
る
と
地
震
が
発
生
す
る
」
と
の
言
い
伝
え
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
鯰
は
、
地
震
被
害
者
に
と
っ
て
敵
役
に
な
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

人
々
に
と
っ
て
、
誰
を
恨
む
訳
に
も
行
か
な
い
自
然
災
害
で
す
。
し
か
し
、
現
実
に
は
筆
舌
に
尽
く
し
難
い
甚
大
な
る
被
害
が
発
生
し
、
そ
れ
を
目

の
当
た
り
に
し
て
い
る
訳
で
す
。
そ
の
怒
り
、
恨
み
、
悲
し
み
な
ど
の
矛
先
は
、
地
震
発
生
の
根
源
と
さ
れ
る
鯰
に
向
け
ら
れ
ま
し
た
。
鯰
に
対
し

て
思
い
の
た
け
を
発
散
す
る
こ
と
で
、
怒
り
、
恨
み
、
悲
し
み
の
気
持
ち
の
幾
分
か
を
軽
減
す
る
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
鯰
を
地
震
を
発
生
さ
せ
る
悪
者
と
す
る
だ
け
で
な
く
、
鯰
も
人
間
と
同
じ
く
自
然
の
中
の
一
員
と
し
て
捉
え
る
心
の
豊
か
さ
を
持
ち
合
わ

せ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
鯰
絵
で
「
地
震
の
お
蔭
で
仕
事
に
あ
り
つ
け
た
。
金
回
り
が
良
く
な
っ
た
」「
地
震
の
お
蔭
で
生
活
が
上
向
き
に
な
り
そ
う

だ
」
と
の
期
待
感
も
人
々
に
植
え
付
け
ま
し
た
。

　
鯰
絵
は
当
時
の
状
況
を
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
漫
画
化
し
た
も
の
で
す
が
、
人
々
が
そ
の
内
容
に
共
感
を
覚
え
、
話
題
と
す
る
こ
と
で
、
被
害
者
と
し

て
の
気
持
ち
を
多
く
の
人
々
と
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
鯰
絵
は
、
庶
民
の
幕
府
に
対
す
る
批
判
を
代
弁
す
る
役
割
も
果
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
鯰
絵
は
被
害
情
報
を
伝
達
す
る
と

同
時
に
、
人
々
の
つ
ら
い
、
怒
り
の
気
持
ち
を
併

せ
、
鯰
の
滑
稽
さ
が
笑
い
を
誘
い
、
人
々
に
と
っ

て
大
災
害
を
乗
り
越
え
る
手
が
か
り
に
な
っ
た
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
人
々
は
競
っ
て

「
鯰
絵
」
を
購
入
、
大
量
に
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

鯰
絵
が
増
え
れ
ば
増
え
る
ほ
ど
、
内
容
は
多
様
化

し
ま
し
た
。
被
害
者
に
と
っ
て
精
神
的
和
ら
ぎ
を

も
た
ら
し
た
鯰
絵
は
歓
迎
さ
れ
た
に
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。

　
一
方
、
幕
府
に
と
っ
て
は
為
政
者
へ
の
批
判
に

当
た
る
内
容
も
多
く
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
鯰
絵
を

取
り
締
ま
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
う
し

て
鯰
絵
は
そ
の
役
割
を
終
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

鯰
絵
「
平
の
建
舞
」（
写
真
右
）
に
は
「
貧
富
を
ひ
っ
か
き
ま
ぜ
て
鯰
ら
が
世
を
太
平
の
建
前
ぞ
す
る
」
と
書
か
れ

て
い
ま
す
。
鯰
の
起
こ
し
た
地
震
の
お
か
げ
で
、
社
会
は
建
築
を
め
ぐ
る
好
景
気
と
な
り
、
貧
富
の
差
を
平
ら
に

な
ら
し
た
と
解
釈
で
き
る
そ
う
で
す
。



3

潟
に
ま
つ
わ
る
３
つ
の
旬
な
話
題
を
お
届
け
し
ま
す
！

潟
研

と
ぴ
っ
く
す

と
ぴ
っ
く
す
①
　
N
P
O
法
人
い
い
ろ
こ
十
二
潟
を
守
る
会
が
十
二
潟
の
水
面
用
地
を
取
得
！

と
ぴ
っ
く
す
②
　
市
の
鳥
「
ハ
ク
チ
ョ
ウ
」
に
つ
い
て
　
　
小
林
博
隆
／
新
潟
市
環
境
政
策
課

　
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
第
７
号
（
20
17
年
９
月
発
行
）
で
、
十
二
潟
の
残
さ
れ
た
約
1.
6ヘ
ク
タ
ー
ル
の
水
面
の

取
得
を
目
指
し
な
が
ら
、
保
全
活
動
に
取
り
組
む
N
P
O
法
人
い
い
ろ
こ
十
二
潟
を
守
る
会
に
つ
い
て
の
記
事
を

掲
載
し
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
度
、
20
17
年
12
月
に
大
勢
の
個
人
や
団
体
か
ら
の
支
援
を
受
け
、
無
事
用
地

の
取
得
が
で
き
た
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
十
二
潟
に
は
貴
重
な
植
物
が
生
育
し
て
お
り
、
取
得
し
た
用
地
を
中
心
に
し
て
、
自
然
環
境
を
保
全
し
、
学
校
教
育
や
地
域
の
皆
さ
ん
が
楽

し
め
る
よ
う
な
場
所
と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
活
動
を
進
め
て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。

　
今
後
、
貴
重
な
潟
群
を
次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
も
、
潟
を
守
り
続
け
る
人
々
の
活
動
を
み
ん
な
で
応
援
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

　
新
潟
市
で
は
、
平
成
26
年
10
月
に
市
の
鳥
「
ハ
ク
チ
ョ
ウ
」
を
制
定
し
ま
し
た
。
ハ
ク
チ
ョ
ウ
は
新
潟
市
に
な
じ
み
の
深
い
鳥
で
、
本
市

の
自
然
環
境
を
代
表
す
る
鳥
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
ハ
ク
チ
ョ
ウ
は
正
式
な
名
前
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
な
じ
み

の
あ
る
名
前
と
し
て
、
オ
オ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
、
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
の
総
称
で
あ
る
「
ハ
ク
チ
ョ
ウ
」
と
し
ま
し
た
。

　
新
潟
市
は
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
の
越
冬
数
が
日
本
一
で
、
そ
の
数
は
１
万
羽
を
超
え
る
程
で
す
。
本
市
に
は
ハ
ク
チ
ョ
ウ
が
ね
ぐ
ら
を
と
る
潟

や
川
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ま
た
潟
や
川
の
周
辺
に
は
エ
サ
を
と
る
田
ん
ぼ
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
条
件
が
重
な
り
、
ハ
ク
チ
ョ
ウ
が
越
冬
し
や
す
い
環
境
が
で
き
あ
が
っ

て
い
る
の
で
す
。

　
今
シ
ー
ズ
ン
は
、
例
年
よ
り
早
く
10
月
下
旬
に
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
の
飛
来
数
が
１
万
羽
を

超
え
ま
し
た
。
右
の
グ
ラ
フ
は
毎
年
１
月
に
行
わ
れ
て
い
る
調
査
結
果
で
す
が
、
今
年
は
多

く
の
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
雪
が
多
か
っ
た
た
め
、
今
年
に

入
っ
て
か
ら
佐
潟
に
多
く
集
ま
っ
て
く
る
傾
向
が
顕
著
で
し
た
。
ま
た
、
昼
間
で
も
ね
ぐ
ら

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
な
ど
、
例
年
と
は
少
し
違
っ
た
様
子
も
観
察
で
き
ま
し
た
。

　
ハ
ク
チ
ョ
ウ
の
よ
う
な
大
き
な
野
生
の
生
き
も
の
が
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
て
い
る
す
ぐ
近

く
で
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
全
国
で
も
と
て
も
珍
し
い
こ
と
で
す
。
ハ
ク
チ
ョ
ウ
を
通
し
て
、

本
市
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ハ
ク
チ
ョ
ウ
た
ち
は
、
３
月
に
は
遠
く
北
の
繁
殖
地
に
旅
立
っ
て
行
き
ま
す
。
春
・
夏
の
間
は
お
別
れ
と
な
り
ま
す
が
、
稲
刈
り
が
終
わ

り
、
秋
が
深
ま
っ
て
き
た
頃
に
ま
た
や
っ
て
き
て
く
れ
る
こ
と
を
願
い
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
素
晴
ら
し
い
田
園
環
境
を
持
つ
新
潟
市

を
い
つ
ま
で
も
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

図
．
全
国
ガ
ン
カ
モ
類
の
生
息
調
査
※
に
お
け
る

　
　
新
潟
市
内
の
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
飛
来
数
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（
羽
） ※
環
境
省
が
各
都
道
府
県
に
依
頼
し
、
毎
年
１
月
に

ガ
ン
カ
モ
類
の
飛
来
数
を
調
査
し
た
も
の
。
県
内
で

は
2
2
地
点（
H
2
9
年
度
）で
調
査
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
協
力
い
た
だ
い
て
実
施
し
た
「
に
い
が
た
市
民
ハ
ク
チ
ョ
ウ
調
査
」（
平
成
27
・
28
年
度
）

や
、
ハ
ク
チ
ョ
ウ
が
飛
来
す
る
本
市
の
潟
や
田
園
環
境
の
魅
力
を
伝
え
る
「
市
民
ハ
ク
チ
ョ
ウ
・
ホ
ワ
イ
ト
・
フ
ェ
ス
タ
」（
平
成
27
年

度
）
な
ど
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
観
察
会
な
ど
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
P
R
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
の
鳥
「
ハ
ク
チ
ョ
ウ
」

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を

公
募
で
決
定

ハ
ク
チ
ョ
ウ
の
特
徴
や
越
冬
中
の
様
子
な
ど
を
解
説
し
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
発
行

市
民
探
鳥
会
の
開
催

市
の
鳥
「
ハ
ク
チ
ョ
ウ
」
P
R
の
取
り
組
み
事
例
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と
ぴ
っ
く
す
③
　
読
ん
で
ほ
し
い
こ
の
１
冊
 ―
 潟
環
境
研
究
所
の
お
す
す
め
図
書
を
ご
紹
介
！

　「
河
童
の
ユ
ウ
タ
の
冒
険
　
上
下
」（
福
音
館
書
店
20
17
年
刊
）
と
い
う
本
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　
福
島
潟
が
モ
デ
ル
の
“
恵
み
の
湖
”
を
最
初
の
舞
台
と
し
て
、
物
語
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

　“
恵
み
の
湖
”
に
す
む
河
童
の
ユ
ウ
タ
が
、
キ
ツ
ネ
の
ア
カ
ネ
と
天
狗
の
ハ
ヤ
テ
と
共
に
、
理
由
も
目
的
も
わ
か
ら
な
い
ま
ま
“
龍
川
”
の

水
源
を
目
指
し
て
旅
を
す
る
、
そ
ん
な
冒
険
物
語
で
す
！

金
井
田
英
津
子
さ
ん
が
描
く
　
「
恵
み
の
湖
」

「
河
童
の
ユ
ウ
タ
の
冒
険
」
（
上
・
下
巻
）
福
音
館
書
店
刊

斎
藤
惇
夫
／
作
　
金
井
田
英
津
子
／
画

 　
福
島
潟
在
住
の
河
童
の
ユ
ウ
タ
は
、
年
齢
が
50
0歳
程
と
の
こ
と
で
す
が
、
若
々
し
く
、
河
童
の
世
界
で
は
ま

だ
青
年
の
よ
う
で
す
。
こ
の
物
語
は
現
代
が
舞
台
で
あ
り
、
大
河
津
分
水
が
出
て
き
た
り
、
福
島
の
原
発
事
故

も
影
を
落
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
物
語
に
は
、
日
本
人
が
縄
文
時
代
か
ら
培
っ
て
き
た
自
然
観
、
生
命
観
、
霊

魂
観
が
背
景
に
流
れ
て
お
り
、
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
大
人
も
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
読
め
る
本
で
す
。
お
そ
ら

く
、
こ
の
本
は
今
後
日
本
の
国
民
的
文
学
に
な
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

「
河
童
の
ユ
ウ
タ
の
冒
険
」
の
世
界
 

高
橋
　
郁
丸
　
潟
環
境
研
究
所
協
力
研
究
員
／
新
潟
県
民
俗
学
会
理
事

　
恵
み
の
湖

　
物
語
の
始
ま
り
は
ユ
ウ
タ
の
住
む
「
恵
み
の
湖
」
。
こ
こ
は
、
私
た
ち
が
「
福
島
潟
」
と
呼
ん
で
い
る
潟
の
よ
う
で

す
。
福
島
潟
に
河
童
が
い
た
な
ん
て
!!ユ
ウ
タ
が
毎
日
の
よ
う
に
潟
の
鳥
・
魚
・
亀
た
ち
と
ふ
れ
あ
っ
て
い
る
な
ん
て
。
物

語
の
導
入
部
分
か
ら
想
像
が
広
が
り
ま
し
た
。
白
鳥
や
オ
オ
ヒ
シ
ク
イ
な
ど
、
水
鳥
が
た
く
さ
ん
飛
来
し
て
い
ま
す
が
、

怪
我
を
し
て
、
人
間
に
保
護
さ
れ
る
鳥
が
、
ど
ん
な
思
い
で
ヒ
ト
の
所
へ
来
る
の
か
。
逆
の
立
場
か
ら
思
う
こ
と
も
大
切

な
こ
と
だ
と
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　
九
尾
の
狐
の
子
孫

　
河
童
の
ユ
ウ
タ
は
、
ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
狐
、
天
狗
と
信
濃
川
の
水
源
を

目
指
す
旅
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
狐
は
た
だ
の
狐
で
は
な
く
九
尾

の
狐
の
子
孫
、
ア
カ
ネ
で
し
た
。
新
潟
に
も
狐
が
人
を
化
か
す
話
が
た
く
さ

ん
あ
っ
て
、
ゴ
ヘ
イ
狐
や
オ
サ
ン
な
ど
、
名
前
を
持
つ
狐
が
存
在
し
ま
す
。

狸
と
違
っ
て
狐
は
あ
ま
り
目
に
し
な
い
の
で
、
新
潟
で
は
狐
は
す
で
に
い
な

い
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
ら
、
数
年
前
に
新
潟
市
内
の
某
稲
荷
神
社
の

鳥
居
で
一
匹
の
狐
の
遺
体
が
発
見
さ
れ
て
、
狐
は
や
は
り
神
秘
的
な
生
き
物

な
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

　
長
野
県
塩
尻
市
桔
梗
ヶ
原
に
「
玄
蕃
丞
狐
（
げ
ん
ば
の
じ
ょ
う
ぎ
つ
ね
）」

と
い
う
狐
が
い
ま
し
た
。
こ
の
狐
は
男
気
が
あ
り
、
文
明
開
化
に
挑
ん
で
人

「
北
越
奇
談
」
に
も
紹
介
さ
れ
た
青
山
御
幣
稲
荷
神
社
の
狐

大
熊
孝
所
長
が
自
信
を

持
っ
て
お
す
す
め
！
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を
化
か
し
続
け
ま
し
た
。
玄
蕃
丞
狐
は
汽
車
に
化
け
て
汽
車
と
正
面
衝
突
し
壮
絶
な
最
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
野
山
を
切
り
開
き
、
開
発
し
て
い
く

人
間
に
、
何
か
を
訴
え
た
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
当
時
の
人
々
も
感
銘
を
う
け
て
神
社
に
祀
っ
た
そ
う
で
す
が
、
ア
カ
ネ
の
祖
母
で
あ
る
九
尾
の
狐

も
人
間
た
ち
に
何
か
を
伝
え
た
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
九
尾
で
あ
っ
た
り
、
ア
カ
ネ
の
よ
う
に
二
尾
で
あ
っ
た
り
と
、
尾
が
裂
け
る
の
は
歳
を
経
た
証
拠
で
、
「
オ
サ
キ
狐
」
と
呼
ば
れ
た
り
も
し
ま

す
。
九
尾
の
狐
と
い
う
の
は
平
安
時
代
、
美
女
玉
藻
の
前
に
化
け
、
鳥
羽
上
皇
の
側
女
と
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
狐
で
す
。
上
皇
に
悪
い
狐
が
取

り
付
い
た
と
退
治
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
狐
の
怨
念
は
、
近
づ
く
と
死
ん
で
し
ま
う
と
い
う
殺
生
石
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
石
が
那
須
野
に
あ
る
の

で
、
ア
カ
ネ
は
那
須
野
に
住
ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
。
実
は
殺
生
石
は
室
町
時
代
に
玄
翁
（
げ
ん
の
う
）
和
尚
に
よ
っ
て
砕
か
れ
、
九
尾
の
狐
は
成

仏
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
玄
翁
和
尚
は
越
後
の
出
身
で
す
か
ら
、
ア
カ
ネ
は
新
潟
と
も
関
わ
り
が
あ
る
の
で
す
。

　
天
狗
伝
説
 

　
ユ
ウ
タ
の
も
う
一
人
の
仲
間
、
天
狗
の
ハ
ヤ
テ
。
祭
と
神
楽
が
大
好
き
な

明
る
い
天
狗
で
す
。
新
潟
に
も
慈
光
寺
の
天
狗
伝
説
や
、
山
か
ら
神
楽
を
奏

す
る
音
が
聞
こ
え
る
と
い
う
御
神
楽
岳
と
い
う
山
が
あ
り
ま
す
。
長
岡
市
小

松
倉
に
は
「
大
天
狗
」
と
い
う
石
碑
が
あ
り
、
中
越
地
震
の
時
に
地
震
の
害

が
少
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
平
成
19
年
に
「
小
天
狗
碑
」
が
建
て
ら
れ

て
い
ま
す
。
天
狗
は
人
々
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
そ
し
て
ハ
ヤ
テ
の
前
に
現
れ
る
狐
に
乗
っ
た
烏
天
狗
で
す
が
、
長
岡
市
栃

尾
に
は
長
野
の
飯
綱
山
で
修
業
し
て
飛
行
自
由
の
術
を
得
た
「
秋
葉
三
尺
坊

大
権
現
」
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
姿
が
ま
さ
に
ハ
ヤ
テ
の
親
戚
と
思
わ

れ
る
、
狐
に
乗
っ
た
天
狗
な
の
で
す
。
秋
葉
三
尺
坊
は
も
と
も
と
人
間
な
の

で
、
ヒ
ト
で
あ
る
私
た
ち
も
、
ハ
ヤ
テ
に
な
れ
る
可
能
性
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　
河
童
の
こ
と
  

　
さ
て
、
ユ
ウ
タ
で
す
。
三
人
の
旅
は
、
人
々
の
た
め
に
こ
の
世
か
ら
消
さ

れ
て
し
ま
い
、
黒
い
ヴ
ェ
ー
ル
の
中
に
か
く
さ
れ
て
し
ま
っ
た
魂
の
救
済
で

終
わ
り
ま
す
。
救
済
に
は
ユ
ウ
タ
の
力
が
必
要
で
し
た
。

　
新
潟
に
は
「
ア
イ
ス
」
と
い
う
湿
布
薬
を
伝
え
て
い
る
家
が
数
軒
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
河
童
を
助
け
た
人
に
河
童
が
伝
え
た
薬
で
す
。
十
日
町
市
で

は
河
童
は
「
ス
ジ
ン
コ
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
「
水
神
」
と
い

う
意
味
で
す
。
河
童
は
生
命
の
源
で
あ
る
、
水
の
神
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の

で
す
。
ユ
ウ
タ
は
ア
カ
ネ
、
ハ
ヤ
テ
と
共
に
、
悲
し
い
魂
の
救
済
を
し
ま
し

た
。

　
人
間
は
便
利
な
生
活
の
た
め
に
た
く
さ
ん
の
命
を
奪
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま

す
。
現
在
行
わ
れ
て
い
る
寺
泊
の
蟹
供
養
や
新
潟
の
蛇
頭
様
法
要
に
も
、
そ

の
よ
う
な
魂
の
救
済
の
意
味
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
た
く
さ
ん
の
伝
承
を
持
つ
福
島
潟

　
福
島
潟
の
名
の
由
来
と
し
て
、
「
お
福
大
蛇
が
紫
雲
寺
潟
の
干
拓
か
ら
逃

れ
て
や
っ
て
来
た
か
ら
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
福
島
潟
の
干
拓
が

行
わ
れ
た
と
き
に
お
福
は
、
鳥
屋
野
潟
に
転
居
し
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
亀
女
と
い
う
妖
怪
が
福
島
潟
に
出
現
し
た
と
い
う
話
も
あ
り
ま

す
。

　
ユ
ウ
タ
も
、
こ
の
に
ぎ
や
か
な
福
島
潟
の
ど
こ
か
に
潜
ん
で
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。
潟
の
鳥
た
ち
や
虫
た
ち
に
、
ユ
ウ
タ
の
こ
と
を
聞
い
て
み
た
い

で
す
ね
。
こ
ん
な
想
像
が
広
が
る
ユ
ウ
タ
の
物
語
、
ぜ
ひ
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

平
成
1
9
年
 長
岡
市
小
松
倉
に
建
て
ら
れ
た
小
天
狗
碑
の
祭
礼

平
成
2
9
年
開
村
の
湯
之
谷
か
っ
ぱ
村（
折
立
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
）

小
潟
稲
荷
神
社
敷
地
内
の
小
潟
聖
観
音
菩
薩（
福
島
潟
）
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オ
オ
ヨ
シ
キ
リ
（
大
葦
切
）

　
福
島
潟
を
代
表
す
る
夏
鳥
で
ヨ
シ
原
に
生
息
す
る

ウ
グ
イ
ス
の
仲
間
で
す
。
鳴
き
声
か
ら
「
行
行
子

（
ギ
ョ
ギ
ョ
シ
）」
と
も
呼
ば
れ
夏
の
季
語
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。
地
元
で
は
「
チ
ョ
チ
ョ
ズ
」
と
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。

タ
ゲ
リ
（
田
鳧
）

　
長
い
冠
羽
が
特
徴
で
背
は
緑
色
の
美
し
い
光
沢
の

あ
る
冬
鳥
で
す
。
ミ
ュ
ー
と
い
う
子
猫
の
よ
う
な
声

で
鳴
き
、
丸
み
の
あ
る
翼
で
ふ
わ
ふ
わ
と
羽
ば
た
き

飛
び
ま
す
。
福
島
潟
で
は
春
先
に
大
群
が
見
ら
れ
ま

す
。

コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
（
小
白
鳥
）

　「
白
鳥
」
と
し
て
親
し
ま
れ
る
カ
モ
の
仲
間
。
雌

雄
と
も
白
色
で
幼
鳥
は
灰
色
、
家
族
群
で
行
動
し

ま
す
。
繁
殖
地
の
極
東
ア
ジ
ア
（
シ
ベ
リ
ア
）
か

ら
40
00
㎞
の
旅
を
し
て
新
潟
に
飛
来
し
越
冬
し
ま

す
。

ヒ
バ
リ
（
雲
雀
）

　
野
原
に
春
を
告
げ
る
鳥
。
草
原
や
農
耕
地
な
ど
に

生
息
す
る
全
長
17
㎝
の
小
鳥
。
繁
殖
期
が
始
ま
る

と
、
鳴
き
な
が
ら
空
高
く
舞
い
上
が
る
オ
ス
の
縄
張

り
宣
言
の
行
動
は
古
く
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

カ
ワ
セ
ミ
（
翡
翠
）

　
宝
石
の
翡
翠
（
ひ
す
い
）
の
語
源
と
も
い
わ
れ
る

鮮
や
か
な
羽
色
で
、
飛
ぶ
宝
石
と
い
わ
れ
る
人
気
の

鳥
で
す
。
く
ち
ば
し
が
体
の
割
に
長
く
小
魚
な
ど
の

水
中
の
獲
物
を
飛
び
込
ん
で
捕
ら
え
ま
す
。

天
狗
の
ハ
ヤ
テ
（
金
井
田
英
津
子
／
画
）

ノ
ス
リ
（

）
　
ト
ビ
よ
り
も
一
回
り
小
さ
な
タ
カ
で
上
面
は
褐

色
、
下
面
は
灰
褐
色
で
す
。
腹
面
に
淡
褐
色
の
羽
毛

が
あ
り
腹
巻
に
見
え
ま
す
。
ネ
ズ
ミ
や
小
鳥
な
ど
を

よ
く
食
べ
ま
す
。
福
島
潟
で
は
カ
モ
を
襲
う
行
動
も

み
ら
れ
ま
す
。

オ
ジ
ロ
ワ
シ
（
尾
白
鷲
）

　
翼
を
広
げ
る
と
畳
ほ
ど
も
あ
る
大
型
の
ワ
シ
の
仲

間
で
す
。
全
身
濃
い
茶
色
で
尾
が
白
い
の
で
、
こ
の

名
が
あ
り
ま
す
。
冬
鳥
と
し
て
飛
来
し
福
島
潟
で
は

魚
の
ほ
か
カ
モ
も
襲
う
の
で
、
飛
翔
時
は
大
騒
ぎ
に

な
り
ま
す
。

河
童
の
ユ
ウ
タ
（
金
井
田
英
津
子
／
画
）

　
物
語
で
ユ
ウ
タ
が
歌
う
歌
の
中
に
は
た
く
さ
ん
の
生
き
も
の
が
で
て
き
ま
す
。
そ
ん
な
ユ
ウ
タ
の
仲
間
た
ち
を
写
真
と
と
も
に
ご

紹
介
し
ま
す
。
福
島
潟
に
行
っ
た
ら
会
え
る
か
も
！？
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ヨ
シ
（
葦
）

　
イ
ネ
科
の
多
年
草
で
水
際
に
２
～
６
m
ほ
ど
の

背
の
高
い
群
落
を
つ
く
り
ま
す
。
福
島
潟
を
代
表
す

る
植
物
で
、ヨ
シ
原
の
風
景
は
「
豊
葦
原
瑞
穂
の
国
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
日
本
の
原
風
景
を
思
わ
せ
ま

す
。
ア
シ
と
も
い
う
。

オ
ニ
バ
ス
（
鬼
蓮
）

　
ス
イ
レ
ン
科
の
水
草
で
浮
葉
性
の
一
年
草
で
す
。

葉
や
茎
、
つ
ぼ
み
に
も
硬
い
ト
ゲ
が
あ
り
ま
す
。
真

夏
に
広
げ
る
葉
は
２
m
を
超
え
る
も
の
も
あ
り
、

花
は
紫
色
で
甘
い
香
り
が
し
ま
す
。
環
境
省
絶
滅
危

惧
Ⅱ
類
。

ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
（
ア
メ
リ
カ
喇
蛄
）

　
体
長
は
８
㎝
～
12
㎝
ほ
ど
の
ア
メ
リ
カ
原
産
の

外
来
種
で
水
田
や
池
な
ど
に
生
息
し
ま
す
。
子
ど
も

時
代
に
誰
も
が
親
し
ん
だ
生
き
も
の
で
す
が
、
何
で

も
食
べ
る
の
で
緊
急
対
策
外
来
種
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

ヒ
シ
（
菱
）

　
福
島
潟
に
多
く
生
育
す
る
浮
葉
性
の
一
年
草
で

す
。
水
底
に
沈
ん
だ
種
か
ら
長
い
茎
を
出
し
水
面
に

は
葉
が
群
生
し
ま
す
。
小
さ
な
白
い
花
が
咲
き
、
秋

に
熟
し
た
菱
形
の
果
実
（
菱
の
実
）
は
収
穫
さ
れ
食

べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ガ
マ
（
蒲
）

　
抽
水
性
の
多
年
草
で
高
さ
１
～
２
m
に
生
育
し
ま

す
。
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
蒲
の
穂
と
呼
ば
れ
る
茶
色
で

ソ
ー
セ
ー
ジ
に
似
た
花
穂
を
つ
け
ま
す
。
新
潟
の
「
蒲

原
郡
」と
い
う
地
名
は
、ガ
マ
の
風
景
を
想
像
さ
せ
ま
す
。

タ
ヌ
キ
（
狸
）

　
体
長
は
40
～
50
㎝
、
尾
長
約
15
㎝
、
体
重
３

～
５
㎏
で
体
型
は
丸
み
が
あ
り
ま
す
。
棲
息
地
は
主

に
里
山
で
す
が
、
福
島
潟
で
も
時
々
親
子
で
い
る
よ

う
す
が
見
ら
れ
ま
す
。
農
作
物
や
生
ご
み
も
食
べ
る

雑
食
性
で
す
。

ウ
シ
ガ
エ
ル
（
牛
蛙
）

　
19
20
年
前
後
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
食
用
と
し
て
持

ち
込
ま
れ
た
と
い
う
外
来
種
で
す
。
最
大
20
㎝
に

も
な
る
国
内
で
は
最
大
級
の
カ
エ
ル
で
す
。
鳴
き
声

は
「
ブ
オ
ー
、
ブ
オ
ー
」
と
ウ
シ
に
似
て
い
て
食
性

は
肉
食
性
で
す
。

モ
ク
ズ
ガ
ニ
（
藻
屑
蟹
）

　
海
で
生
ま
れ
川
を
上
り
な
が
ら
甲
幅
７
～
８
㎝
に
成

長
し
ま
す
。
福
島
潟
で
は
晩
夏
か
ら
晩
秋
に
出
現
し
、

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
繁
殖
の
た
め
に
海
へ
下
り
ま
す
。

地
元
で
郷
土
の
味
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

ギ
ン
ブ
ナ
（
銀
鮒
）

　
淡
水
魚
マ
ブ
ナ
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
成
魚
は
15
～

20
㎝
で
日
本
各
地
で
の
重
要
な
食
用
淡
水
魚
で
し
た
。

福
島
潟
周
辺
は
幼
魚
を
雑
魚
（
ザ
ッ
コ
）
と
い
い
「
ス

ズ
メ
焼
き
」
で
縁
起
物
と
し
て
食
さ
れ
て
い
ま
す
。

キ
ツ
ネ
の
ア
カ
ネ
（
金
井
田
英
津
子
／
画
）

ま
だ
ま
だ
物
語
の
中
に
は
た
く
さ
ん
の
生
き
も
の
が
出
て
き
ま
す
よ
。

さ
て
ど
ん
な
生
き
も
の
に
出
会
え
る
か
…
。
あ
と
は
読
ん
で
の
お
楽
し
み
！！

生
き
も
の
解
説
 ：
 佐
藤
 安
男
　
　
生
き
も
の
写
真
 ：
 佐
藤
 安
男
、
井
上
 信
夫
、
水
の
駅
「
ビ
ュ
ー
福
島
潟
」
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発
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20
18
（
平
成
30
）
年
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月

新
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市
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・
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潟
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本
市
に
は
、
地
域
の
暮
ら
し
に
根
差
し
た
「
里
潟
（
さ
と
か
た
）」
と
も

い
う
べ
き
個
性
豊
か
な
潟
が
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。
当
研
究
所
は
、
こ
れ

ら
の
潟
と
人
と
の
よ
り
良
い
関
係
を
探
求
し
、
潟
の
魅
力
や
価
値
を
再
発

見
・
再
構
築
す
る
た
め
、
平
成
26
年
４
月
に
発
足
し
ま
し
た
。

　
潟
に
関
わ
る
多
く
の
皆
さ
ま
と
連
携
し
な
が
ら
、
自
然
環
境
や
歴
史
、

暮
ら
し
文
化
な
ど
に
つ
い
て
、
調
査
・
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

Fa
ce
bo
ok

ペ
ー
ジ

新
潟
市
潟
環
境
研
究
所
に
つ
い
て

新
潟
市
内
に
点
在
す
る
湖
沼「
潟
」に
関
わ
る
資
料
や
情
報
を
ま
と
め
た
デ
ジ
タ
ル
博
物
館
で
す
。
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L 
h
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w
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潟
の
デ
ジ
タ
ル
博
物
館

新
潟
市
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「
潟
の
主ぬ
し

」
で
す
。
ご
挨
拶
い
た
し
ま
す
！

８

潟
の
エ
ッ
セ
イ

晩
秋
の
内
沼
潟

　
内
沼
で
「
潟
の
主
」
の
存
在
が
噂
に
な
っ
て
ま
す
。
本
日
は
潟
に
暮
す
も
の
を
代
表
し
ご
挨
拶
い
た
し
ま
す
。

　
写
真
の
生
き
物
が
私
で
す
。
大
柄
で
体
長
約
90
㎝
、
体
重
は
ま
だ
量
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
一
般
的
に
い
え
ば
雷
魚
な
の
で
す
が
、
私
を
見
て
「
潟
の
主
」
だ
と
合
掌
し
た
人
が
い
ま
し
た
。

　
住
処
は
、
内
沼
潟
で
す
。
面
積
1.
15
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
水
深
約
40
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
長
年
の
ご
み
投
棄
で
汚
さ
れ
、
水
は

濁
っ
て
い
ま
す
。
昔
は
花
い
っ
ぱ
い
で
住
み
心
地
は
グ
ー
で
し
た
が
、
20
12
年
、
蓮
が
突
然
消
え
、「
潟
の
ミ
ス
テ
リ
ー
だ
」

と
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

　
20
17
年
、
蓮
の
花
咲
き
乱
れ
る
潟
を
目
指
し
、
新
潟
水
辺
の
会
さ
ん
と
地
元
の
皆
さ
ん
が
ミ
ス
テ
リ
ー
解
明
の
た
め
、
魚
類

生
物
、
水
面
標
高
、
水
の
動
き
及
び
植
生
な
ど
の
調
査
と
ヒ
シ
・
マ
コ
モ
の
植
栽
を
始
め
ま
し
た
。
結
果
は
魚
類
11
種
、
ク
サ

ガ
メ
、
ス
ジ
エ
ビ
、
カ
ワ
リ
ヌ
マ
エ
ビ
、
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
、
オ
オ
タ
ニ
シ
、
ウ
シ
ガ
エ
ル
（
幼
生
）
な
ど
が
確
認
さ
れ
た

と
の
こ
と
で
す
。
一
方
、
植
栽
の
ヒ
シ
は
残
念
な
が
ら
根
付
か
ず
、
そ
の
原
因
は
不
明
と
か
…
。

　
こ
の
調
査
の
時
、
当
初
、
私
は
と
て
も
戸
惑
い
ま
し
た
…
。
潟
に
魚
網
等
が
入
っ
て
亀
や
小
魚
さ
ん
た
ち
が
慌
て
た
か
ら
で

す
。
私
も
身
の
危
険
を
感
じ
ま
し
た
。
静
か
に
暮
ら
し
た
い
の
に
、
な
ぜ
そ
っ
と
し
て
お
い
て
く
れ
な
い
の
か
と
！

　
し
か
し
、
そ
れ
は
私
の
思
い
違
い
で
し
た
。
調
査
関
係
者
の
頭
の
中
は
、
唯
々
「
潟
を
知
り
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
利
用
」
、

そ
し
て
「
潟
の
恵
み
を
後
世
に
繋
げ
る
」
と
い
う
想
い
で
あ
ふ
れ
て
い
た
の
で
す
。

　
昨
秋
、
私
は
潟
に
あ
っ
た
舟
に
飛
び
込
ん
で
、
呼
吸
も
苦
し
く
困
っ
て
い
ま
し
た
。

舟
の
管
理
に
や
っ
て
来
た
人
が
私
を
見
つ
け
た
瞬
間
、

ビ
ッ
ク
リ
仰
天
に
ら
め
っ
こ
。
こ
の
時
ば
か
り
は
、

こ
の
世
と
の
決
別
を
覚
悟
！
で
し
た
ね
。
身
の
鱗
も
よ
だ
つ
ほ
ど

深
刻
で
、
ま
さ
に
風
前
の
灯
で
す
…
。

　
そ
の
と
き
、「
潟
に
戻
し
て
や
ろ
う
よ
」
の
声
が
聞
こ
え
ま
し
た
！

危
機
一
発
！
　
言
葉
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
…
。
お
か
げ
で
、

私
は
雷
魚
の
味
噌
漬
け
に
も
な
ら
ず
、
今
を
生
き
て
い
ま
す
。

　
森
羅
万
象
、
互
い
に
尊
重
し
合
っ
て
い
く
の
が
一
番
な
の
か
な
、

と
感
じ
て
い
る
20
18
年
な
の
で
す
。

※
 今
回
は
髙
橋
剛
さ
ん
（
内
沼
自
治
会
長
）
が
潟
の
主
の
気
持
ち
を
代
弁
す
る
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
形
で
寄
稿
し
て
く
れ
ま
し
た
！

さ
て
、
内
沼
潟
に
生
息
す
る
潟
の
主
の
正
体
は
…
！？
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※
表
紙
に
掲
載
の
図
は
、各
潟
の
形
を
表
現
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、実
際
の
大
き
さ
の
比
率
と
は
異
な
り
ま
す
。

M
at
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h
am

an
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e

H
yo

ta
n
ik
e

K
it
ay

am
ai
ke

❽
き
た
や
ま
い
け

M
it
ar

as
eg

at
a

12
み
た
ら
せ
が
た

N
ik
at
su

ts
u
m
i

16
に
か
つ
つ
み

❶
ふ
くし
ま
が
た

U
ch

in
u
m
ag

at
a

❷
う
ち
ぬ
ま
が
た

Ju
n
ig
at
a

❸
じゅ
う
に
が
た

F
u
ku

sh
im

ag
at
a

❺
じゅ
ん
さ
い
い
け

T
o
ya

n
o
g
at
a

❻
と
や
の
が
た

S
ei
g
o
ro

g
at
a

❼
せ
い
ご
ろ
う
が
た

Ju
n
sa

ii
ke

❾
ろ
くご
う
の
い
け

K
it
ak

am
in
o
ik
e

10
き
た
か
み
の
い
け

S
ak

at
a

11
さ
か
た

R
o
ku

g
o
n
o
ik
e

13
ど
ん
ち
い
け

K
an

em
ak

in
o
ik
e

M
it
o
w
ai
ke

14
か
ね
ま
き
の
い
け

　
み
と
わ
い
け

U
w
as

ek
ig
at
a

15
う
わ
せ
き
が
た

D
o
n
ch

ii
ke

❹
ま
つ
は
ま
の
い
け

　
ひ
ょう
た
ん
い
け

―
こ
の
マ
ッ
プ
と
と
も
に
、新
た
な「
潟
」の
魅
力
を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
―

新
潟
市
の
潟（
湖
沼
）＋
瓢
湖

潟
M
A
P L

U
S

か
た
マ
ッ
プ
ラ
ス

h
yo

ko

★
ひ
ょう
こ

（
阿
賀
野
市
）

上
堰
潟 仁
箇
堤佐
潟

角
田
山

（
標
高
4
8
1
.7
m
）

0 15

古
く
か
ら
越
後
平
野
の
湖
沼
は
、そ
の
成
り
立
ち
な
ど
に
か
か
わ
ら
ず
、総
称
し
て「
潟
」と
呼
ば
れ
て
き
ま
し
た
。

潟
は
多
く
の
動
植
物
が
生
息
・
生
育
し
、憩
い
や
活
動
の
場
と
し
て
“ふ
る
さ
と
”を
象
徴
す
る
存
在
で
す
。

「
潟
」で
見
る・
楽
し
む

ハ
ク
チ
ョ
ウ
類

ト
ン
ボ

水
生
植
物

菜
の
花

サ
ク
ラ

散
策

面
積
が
市
内
最
大
の
潟
。国
の
天
然

記
念
物
オ
オ
ヒ
シ
ク
イ
の
越
冬
地
で

は
飛
来
数
が
日
本
一
で
す
。ま
た
、希

少
植
物
オ
ニ
バ
ス
の
日
本
北
限
の
自

生
地
で
も
あ
り
ま
す
。

面
積：
約
26
2h
a 
 水
面
標
高：
ー
0.
7m

所在
地：
新鼻

甲ほ
か、
新発

田市

❶
福
島
潟（
ふ
くし
ま
が
た
）

福
島
潟
と
つ
な
が
っ
て
い
た
小
さ
な

潟
。江
戸
時
代
に
築
堤
さ
れ
た
山
倉

新
道（
や
ま
くら
し
ん
ど
う
）に
よ
っ
て
、

福
島
潟
か
ら
分
離
さ
れ
ま
し
た
。

面
積：
約
1.
15
ha
  水
面
標
高：
ー
0.
6m

所
在
地：
内
沼

❷
内
沼
潟（
う
ち
ぬ
ま
が
た
）

蛇
行
し
た
阿
賀
野
川
の
一
部
が
残
っ

た
三
日
月
湖
。か
つ
て
は
阿
賀
野
川

の
本
流
で
し
た
。地
元
で
は「
古
阿
賀

（
ふ
る
あ
が
）」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

❸
十
二
潟（
じ
ゅ
う
に
が
た
）

北
 区

阿
賀
野
川
と
日
本
海
の
す
ぐ
そ
ば
の

砂
丘
地
に
位
置
す
る
池
。希
少
な
ト

ン
ボ
類
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

面
積：
約
2.
2h
a  
 水
面
標
高：
0.
5m

所
在
地：
松
浜

❹
松
浜
の
池
/ひ
ょう
た
ん
池

　（
まつ
はま
のい
け/
ひょ
うた
んい
け）

北
 区

阿
賀
野
川
の
河
道
跡
に
で
き
た
池
。

ヘ
ラ
ブ
ナ
釣
り
場
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

面
積：
約
1.
6h
a  
 水
面
標
高：
6.
5m

所
在
地：
六
郷

❾
六
郷
ノ
池（
ろ
くご
う
の
い
け
）

秋
葉
区

能
代
川
左
岸
の
堤
防
沿
い
の
県
道
の

脇
に
あ
る
小
さ
な
池
。地
元
で
は「
切

所（
き
りし
ょ
）」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

面
積：
約
0.
2h
a  
 水
面
標
高：
4.
3m

所
在
地：
北
上

10
北
上
の
池（
き
た
か
み
の
い
け
）

秋
葉
区

上
潟（
う
わ
か
た
）と
下
潟（
し
た
か
た
）

の
二
つ
か
ら
成
る
潟
。周
辺
を
含
め

た
佐
潟
公
園
区
域
が
、1
9
9
6（
平

成
8
）年
3月
に
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿

地
とし
て
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

面
積：
約
44
ha
  水
面
標
高：
4.
8m

所
在
地：
赤
塚

11
佐
潟（
さ
か
た
）

西
 区

佐
潟
の
北
側
に
あ
る
潟
。こ
の
潟
の

名
前
は
、か
つ
て
近
く
の
神
社
に
お

参
り
す
る
際
、こ
こ
で
手
を
洗
い
、身
を

清
め
た
こ
と
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

面
積：
約
6.
5h
a  
 水
面
標
高：
6.
6m

所
在
地：
赤
塚

12
御
手
洗
潟（
み
た
ら
せ
が
た
）

西
 区

面
積：
約
5.
4h
a 
 水
面
標
高：
1.
6m

所
在
地：
平
林
、十
二
、灰
塚

に
い
が
た
の「
潟
」

越
後
平
野
は
低
湿
地
帯
で
あ
っ
た
た
め
、戦
国
時
代
に
は
現
在
よ
り
多
く
の
潟
が
点
在
し
て
お
り
、福
島
潟
や
鳥
屋
野
潟
な
ど
は
、そ
の
頃

か
ら
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。越
後
平
野
の
変
遷
を
た
ど
る
と
、新
潟
市
内
の
潟
が
、ど
の
よ
う
に
そ
の
姿
か
た
ち
を
変
え
て
い
っ
た

の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
新
潟
市
発
行『
新
潟
市
史
 通
史
編
1
』p
.1
6「
越
後
平
野
の
概
観
」、

　
新
潟
市
歴
史
博
物
館
発
行『
絵
図
が
語
る
 み
な
と
新
潟
』

　
p.
10
「
戦
国
時
代
の
三
ヶ
津
と
新
潟
市
域
の
み
な
と
」を
も
と
に
作
成

■
国
土
地
理
院
５
万
分
の
１
地
形
図（
昭
和
27
年
）を
も
と
に
作
成

島
見
潟 福
島
潟 笹
岡
城

水
原

阿 賀 野 川
信 濃 川

白
蓮
潟

木
場
城

鎧
潟

早
潟

佐
潟

上
堰
潟

楊
枝
潟

角 田 山

天
神
山
城

弥 彦 山

笹 神 丘 陵

新 津 丘 陵

太
婦
潟

鳥
屋
野
潟

菅 名 岳

田
潟大
潟

戦
国
時
代

（
14
00
～
15
00
年
代
頃
）

角 田 山

弥 彦 山

新 津 丘 陵
菅 名 岳

鳥
屋
野
潟阿 賀 野 川

鎧
潟

大
潟

佐
潟

上
堰
潟

福
島
潟

信 濃 川

笹 神 丘 陵

昭
和
30
年
頃

（
19
55
年
頃
）

※「
水
面
標
高
」と
は
、東
京
湾
の
平
均
海
面（
T.
P.
）を
標
高
0m
に
し
た
水
面
の
高
さ
の
こ
と
で
す
。信
濃
川
河
口
付
近
の
日
本
海
の
海
面
は
、東
京
湾
よ
り
0.
5m
程
度
高
くな
っ
て
い
ま
す
。

北
 区

北
 区



西
区

東
区

とよ
さ
か

北
区

阿 賀
野 川

信 濃 川
中 ノ 口 川

4

3
8 10

2

南
区

秋
葉
区

五
泉
市

16

内
沼
潟

十
二
潟

堤

新
川

西
川

信
濃
川

金
巻
の
池
/水
戸
際
池

13

12

佐
潟

御
手
洗
潟

ド
ン
チ
池

小
阿
賀
野
川

江
南
区

9

阿
賀
野
市

新
発
田
市

10

北
山
池

六
郷
ノ
池

北
上
の
池

鳥
屋
野
潟

清
五
郎
潟

5

76

じ
ゅ
ん
さ
い
池

福 島
潟

放 水
路

7

8

8

49

11
3

40
2

46
0

40
3

●
北
区
郷
土
博
物
館

●
江
南
区

郷
土
資
料
館

●
新
潟
市

歴
史
博
物
館

（
み
な
と
ぴ
あ
）

◎
新
潟
市
役
所

白
新
線

信 越 本 線

に
い
が
た

ひ
が
し
に
い
が
た

新
潟
空
港

か め だ

さ つ き
の

に い つ

ま
き

新
潟
西
IC

豊
栄
新
潟
東
港
IC

女
池
IC

桜
木
IC弁
天
IC

新
津
IC

●

豊
栄
IC

中
央
区

潟
東
歴
史

民
俗
資
料
館

日
本
海
東
北
自
動
車
道

北 陸 自 動 車 道

関 屋
分 水
路

新 潟
西 港

磐 越
自 動
車 道

上 越 新 幹 線

3k
m

6k
m

瓢
湖

えち
ごあ
かつ
か

西
蒲
区

越 後 線

11
6

黒
埼
P
A

【
黒
埼
ス
マ
ー
ト
IC
】

14

新
潟
中
央
IC

11
5

● 佐
潟
水
鳥
・

湿
地
セ
ン
タ
ー

● 水
の
駅

「
ビ
ュ
ー
福
島
潟
」

● 白
鳥
の
里

福
島
潟

1

松
浜
の
池
/ひ
ょ
う
た
ん
池

P L U S

五
泉
市

五
泉
市

東
池（
0.
3h
a）
、西
池（
0.
5h
a）
か
ら

成
る
砂
丘
上
の
池
。初
夏
に
は
ホ
タ

ル
が
飛
び
交
い
ま
す
。こ
の
池
の
名

前
は
、水
生
植
物「
ジ
ュ
ン
サ
イ
」に
由

来
し
て
い
ま
す
。

面
積：
約
0.
8h
a  
 水
面
標
高：
ー
0.
3m

所
在
地：
松
園

❺
じゅ
んさ
い
池（
じゅ
んさ
い
い
け
）

東
 区

市
街
地
に
隣
接
し
、都
心
部
に
貴
重

な
自
然
環
境
を
残
す
潟
。遊
水
池
とし

て
の
機
能
を
備
え
て
い
ま
す
。周
辺
に

は
公
園
や
公
共
施
設
が
整
備
さ
れ
て

い
ま
す
。

面
積：
約
15
8h
a 
 水
面
標
高：
ー
2.
5m

所
在
地：
鳥
屋
野
ほ
か

❻
鳥
屋
野
潟（
と
や
の
が
た
）

中
央
区

鳥
屋
野
潟
の
南
側
に
あ
る
潟
。鳥
屋

野
潟
で
風
雪
が
強
い
時
に
ハ
ク
チ
ョ

ウ
の
ね
ぐ
ら
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
清
五

郎
」と
は
、か
つ
て
の
新
田
開
発
に
関

わ
っ
た
人
の
名
前
で
す
。

面
積：
約
2.
0h
a  
 水
面
標
高：
ー
2.
5m

所
在
地：
清
五
郎

❼
清
五
郎
潟（
せ
い
ご
ろう
が
た
）

※
こ
の
マ
ッ
プ
で
は
、自
然
に
で
き
た
湖
沼
の
ほ
か
、

歴
史
的
に
人
と々
関
わ
り
の
深
い
水
辺
空
間
とし
て
17
の
潟（
湖
沼
）を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

数
多
く
の
伝
説
が
残
る
池
。池
の
名

前
は
、土
地
や
水
の
権
利
を
め
ぐ
り

争
わ
れ
た
所「
論
地（
ろ
ん
ち
）」
が
な

ま
っ
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

面
積：
約
0.
3h
a  
 水
面
標
高：
2.
6m

所
在
地：
赤
塚
、中
権
寺

13
ド
ン
チ
池（
ど
ん
ち
い
け
）

西
 区

中
ノ
口
川
の
堤
防
が
、洪
水
時
に
破

堤
し
て
で
き
た
池
。地
元
で
は「
宮
池

（
み
や
い
け
）」
な
ど
と
も
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。

面
積：
約
0.
7h
a  
 水
面
標
高：
0.
1m

所
在
地：
木
場
、金
巻

14
金
巻
の
池
/水
戸
際
池

　（
か
ね
まき
の
い
け
/み
とわ
い
け
） 

西
 区

角
田
山
の
麓（
ふ
も
と
）近
く
の
潟
。か

つ
て
は
農
業
の
か
ん
が
い
用
水
源
で

し
た
。自
然
が
楽
し
め
る
公
園
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、豪
雨
時
に
は
雨
水
の
流

出
を
抑
え
る
調
整
池
と
な
り
ま
す
。

面
積：
約
11
ha
  水
面
標
高：
3.
5m

所
在
地：
松
野
尾

15
上
堰
潟（
う
わ
せ
き
が
た
）

農
業
用
水
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る

堤
。こ
こ
で
は
、昭
和
の
中
頃
ま
で

「
サ
カ
ウ
チ
ア
ミ
」と
呼
ば
れ
る
道
具
を

使
っ
た
鴨
猟
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　 面
積：
約
5.
6h
a  
 水
面
標
高：
9.
2m

所
在
地：
仁
箇

潟
の
デ
ジ
タ
ル
博
物
館

検
索

16
仁
箇
堤（
に
か
つ
つ
み
）

新
潟
市
内
に
点
在
す
る
湖
沼「
潟
」に
関
わ
る
資
料
や
情
報
を
ま
と
め
た
デ
ジ
タ
ル
博
物
館
で
す
。

U
R

L
 h

tt
p

:/
/w

w
w

.n
ii

g
a

ta
-s

a
to

ka
ta

.c
o

m
/

亀
田
砂
丘
の
く
ぼ
地
に
で
き
た
池
。

池
を
中
心
に
公
園
が
整
備
さ
れ
、園

内
で
は
緑
色
の
花
を
咲
か
せ
る
桜

「
御
衣
黄（
ぎ
ょ
い
こ
う
）」
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

面
積：
約
1.
6h
a  
 水
面
標
高：
0.
4m

所
在
地：
北
山

❽
北
山
池（
き
た
や
ま
い
け
）

江
南
区

江
戸
時
代
に
造
ら
れ
た
、た
め
池
を

起
源
と
し
ま
す
。白
鳥
の
飛
来
地
と
し

て
有
名
で
、2
0
0
8（
平
成
2
0
）年

1
0月
に
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
と
し

て
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

面
積：
約
24
ha
  水
面
標
高：
約
8m

所
在
地：
阿
賀
野
市
水
原

★
瓢
湖（
ひ
ょ
う
こ
）

中
央
区

西
蒲
区

阿
賀
野
市

西
蒲
区

7
国
道

市
境

JR
線

上
越
新
幹
線

高
速
道
路

多
様
な
生
き
物
た
ち
が
生
育
・
生
息
す
る「
潟
」

潟
の
環
境
と
人
の
営
み
と
の
関
係

鎧
潟
で
使
用
さ
れ
て
い
た
漁
労・
狩
猟
用
具（
潟
東
歴
史
民
俗
資
料
館
）

コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ

オ
ニ
バ
ス

ア
サ
ザ

ギ
ン
ブ
ナ

作
図：
井
上
信
夫
 新
潟
市
潟
環
境
研
究
所
 協
力
研
究
員

水
辺
の
湿
性
林
と
ヨ
シ
群
落
が
あ
る

程
度
で
抽
水
植
物
も
ほ
と
ん
ど
見
ら

れ
ま
せ
ん
。

堆
積
が
進
ん
で
、抽
水
植
物
、浮
葉

植
物
、沈
水
植
物
な
ど
が
進
出
す
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

水
深
が
浅
く
な
り
、陸
化
が
か
な
り
進

行
し
ま
す
。植
物
相
が
も
っ
と
も
多
様

な
段
階
で
す
。

陸
化
が
さ
ら
に
進
行
し
、最
終
的
に
は

草
原
に
な
り
ま
す
。

里
潟

さ
  と
  
か
  
た

古
く
か
ら
、潟
の
環
境
は
、人
が
潟
の
恵
み
を
享
受
す
る
こ
と
で
守
ら
れ
て
き
ま
し
た

人
と
自
然
が
相
互
に
関
わ
り
合
え
る「
里
潟
」の
価
値
と
魅
力
を
未
来
に
も
伝
え
よ
う

潟
に
関
す
る
情
報
や
歴
史
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
関
連
施
設

北
区
郷
土
博
物
館
 

新
潟
市
北
区
嘉
山
34
52
 

TE
L：
02
5-
38
6-
10
81

水
の
駅「
ビ
ュ
ー
福
島
潟
」 

新
潟
市
北
区
前
新
田
乙
49
3 

TE
L：
02
5-
38
7-
14
91

み
な
と
ぴ
あ（
新
潟
市
歴
史
博
物
館
） 
新
潟
市
中
央
区
柳
島
町
2-
10
 

TE
L：
02
5-
22
5-
61
11

江
南
区
郷
土
資
料
館
 

新
潟
市
江
南
区
茅
野
山
3-
1-
14
 
TE
L：
02
5-
38
3-
10
01

佐
潟
水
鳥
・
湿
地
セ
ン
タ
ー
 

新
潟
市
西
区
赤
塚
54
04
-1
 

TE
L：
02
5-
26
4-
30
50

潟
東
歴
史
民
俗
資
料
館
 

新
潟
市
西
蒲
区
三
方
92
 

TE
L：
02
56
-8
6-
34
44

白
鳥
の
里（
白
鳥
資
料
館
） 

阿
賀
野
市
水
原
31
4-
17
 

TE
L：
02
50
-6
2-
26
90
（
公
園
管
理
事
務
所
）

発
行：
新
潟
市（
潟
環
境
研
究
所
）　
初
版
 平
成
27
年
3月
、 
第
2版
 平
成
28
年
3月
、 
第
3版
 平
成
29
年
3月
、第
4版
 平
成
30
年
3月

昔
の
ヨ
シ
刈
り
の
様
子
　
北
区
郷
土
博
物
館
所
蔵

 
潟
に
は
陸
域
や
水
域
だ
け
で
な
く
、そ
の
境
界
と
な
る
移
行
帯
が
あ
り
、

例
え
ば
、水
上
に
茎
と
葉
を
伸
ば
す
抽
水（
ち
ゅ
う
す
い
）植
物
、葉
を
水

面
に
浮
か
べ
る
浮
葉（
ふ
よ
う
）植
物
、全
体
が
水
中
に
あ
り
、水
底
に
根

を
張
る
沈
水（
ち
ん
す
い
）植
物
な
ど
が
生
育
し
て
い
ま
す
。　

 
抽
水
植
物
群
落
は
野
鳥
の
す
み
か
や
営
巣
場
所
と
し
て
、ま
た
、浮
葉
・

沈
水
植
物
群
落
は
、野
鳥
だ
け
で
な
く
魚
類
や
両
生
類
、昆
虫
類
の
す
み

か
、え
さ
場
と
な
り
ま
す
。

　
多
様
な
植
物
が
す
み
分
け
て
い
る
こ
の
空
間
は
、多
く
の
生
き
物
た
ち

が
生
育
・
生
息
し
て
い
る
重
要
な
場
所
な
の
で
す
。

※
湿
性
遷
移（
し
っ
せ
い
せ
ん
い
）と
は

　
あ
る
場
所
に
生
育
・
生
息
す
る
生
物
種
集
団
が
、自
然
に
移
り
変
わ
っ
て
い
く
現
象
を「
遷
移（
せ
ん
い
）」
と
い
い
ま
す
が
、下
図
の
よ
う
に
、潟
や
湖
な
ど
水
の
あ
る
場
所
か

ら
始
ま
る
遷
移
を「
湿
性
遷
移（
し
っ
せ
い
せ
ん
い
）」
と
い
い
ま
す
。

　
潟
の
よ
う
な
広
い
水
辺
空
間
は
、風
や
川
に
よ
っ
て
運
ば
れ
て
く
る
土
砂
、潟
の
中
に
あ
る
動
植
物
の
遺
骸（
い
が
い
）な
ど
が
潟
の
底
に
堆
積
し
て
い
くと
、水
深
が
浅
く
な

り
、や
が
て
湿
原
、草
原
へ
移
り
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

　
昭
和
の
中
頃
ま
で
、潟
端
に
住
む
人
々
に
と
っ
て
、フ
ナ
、ド
ジ
ョ
ウ
、ナ
マ
ズ
、コ
イ
な
ど
の

魚
、カ
モ
な
ど
の
鳥
、ハ
ス
や
ヒ
シ
な
ど
の
植
物
は
、重
要
な
食
糧
源
で
し
た
。

　
ま
た
、植
物
の
中
で
も
、ヨ
シ
は
屋
根
草
や
壁
の
下
地
、ヨ
シ
ズ
の
材
料
とし
て
利
用
さ
れ

て
い
ま
し
た
。人
々
が
ヨ
シ
を
刈
り
取
っ
て
い
た
こ
と
は
、ヨ
シ
が
吸
収
し
た
水
質
汚
濁
の
原

因
物
質
を
潟
の
外
へ
排
出
す
る
こ
と
に
な
り
、潟
の
水
質
浄
化
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
し
た
。

　
潟
底
の
土
は
、多
量
の
有
機
質
を
含
み
、肥
料
効
果
が
高
く
、稲
作
を
す
る
上
で
の
肥
料

や
苗
床
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
し
た
。低
湿
地
の
干
拓
土
や
ア
ゼ
作
り
に
も
重
宝
し
た
そ
う
で

す
。こ
の
潟
底
の
土
を
か
き
揚
げ
る「
ド
ロ
揚
げ
」は
、潟
が
浅
く
な
る
こ
と
を
防
ぎ
、湿
性
遷

移
※
を
止
め
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
現
在
、生
活
様
式
や
産
業
構
造
の
変
化
に
伴
い
、潟
に
対
す
る
人
々
の
直
接
的
な
関

わ
り
は
減
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、福
島
潟
の
ヨ
シ
焼
き
や
ヒ
シ
も
ぎ
、佐
潟
の
潟
普
請
や
ヨ
シ

刈
り
な
ど
、潟
環
境
の
保
全
に
つ
な
が
る
活
動
を
し
て
い
る
人
た
ち
も
い
ま
す
。

越
後
平
野
の
水
辺
の
エ
コト
ー
ン
(移
行
帯
)

多
田
多
恵
子
・
田
中
肇
(2
01
0)
｢大
自
然
の
ふ
し
ぎ
 増
補
改
訂
 植
物
の
生
態
図
鑑
(学
習
研
究
社
)｣
よ
り
引
用
・
改
変

湿
地
林

抽
水
植
物

浮
葉
植
物

浮
遊
植
物

沈
水
植
物

湿
性
植
物
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